
　　　　　　　　　　　　教員年次研究報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2010年1月～12月）

　本学教員の教育研究活動の一部を学内外に報告することを目的として、「研究

論集」に教員年次報告を掲載いたしております。大学の自己点検・自己評価に役

立てることができれば幸いです。（掲載はアイウエオ順）

【共通教育センター】

佐　野　正　彦

1．「現代英国の職業教育ルートをたどる若者の雇用への移行一継続教育カレッ

　　ジの役割と機能に関する計量的分析」，旧著，9月，日本産業教育学会『産

　　業教育研究』第40巻第2号，査読有，pp．8－15

2．「若者の労働市場における流動化・不安定化に関する一考察一労働市場内部

　　の移動，転職実態及び転職意識とその規定要因」，単著，3月，（日本教育学

　　会特別課題研究「若者の教育とキャリア形成に関する研究会」『若者の教育

　　とキャリア形成に関する調査　2008年第2回調査結果報告書』，査読無，

　　pp．77－89

3．（学会発表），日本教育学会　特別課題研究（若者の教育とキャリア形成に関

　　する研究）「働き　学び　生きる22歳の若者たち一『若者の教育とキャリア

　　形成に関する調査』第3年度結果から一」，共同研究，日本教育学会第64

　　回大会，8月21日，広島大学

※その他の活動

1．日本学術振興会　科学研究費専門委員，審査委員（教育学）（平成22年11

　　月迄）

2．日本学術振興会　科学研究費補助金　基盤研究（B）（海外学術），平成20－

　　22年度，「現代英国の若者の労働市場への移行実態と移行・就労支援政策の

　　効果に関する実証的研究」（研究代表者　佐野正彦），1270万円，3年目

3．日本学術振興会　科学研究費補助金　基盤研究（A）（一般），平成19－22

　　年度「大都市における若年者の教育・職業移行過程とキャリア形成に関す

　　るコーホート調査」（研究代表者　乾彰夫，研究分担者　佐野正彦），4200

　　万円，4年目

4．社会保険労務士総合研究機構，研究補助金，平成20－22年，「若年者雇用対
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策（青年期の雇用開発問題）に関する国際比較研究」（佐々木英一代表），5

月終了

杉　本　節　子

1．（共同研究），「情報資源組織化班報告書⊥共著（北克一・杉本節子・村上泰

　　子・吉田大介），3月，『情報専門職養成をめざした図書館情報学教育の再編

　　成（研究成果報告書）』平成18年～21年度科学研究費補助金　基盤研究

　　（A），研究課題番号18200016，研究代表者根本彰（東京大学大学院教育学

　　研究科生涯学習基盤経営コース）pp．76－82

2．（共同研究），「国立国会図書館電子図書館構想の変遷と課題：合意形成過程

　　として見た「長尾構想」を中心に」，共著（村上泰子・杉本節子・北克一），

　　7月，『図書館界』62（2）、pp．128－137

3．（学会発表），「国立国会図書館電子図書館構想の変遷と課題一合意形成過程

　　として見た「長尾構想」を中心に一」，共著（村上泰子・杉本節子・北克

　　一），日本図書館研究会第51回目2009年度）研究大会，2月21日，同志社

　　大学（京都）

※主な学外活動

1
9
一

3．

大阪市立図書館業務委託事業者選定委員会　委員　2006年11月26日～

「図書館を学ぶ相互講座」の基幹構成員（杉本節子・志保田務・佐藤毅彦・

杉山誠司・谷本達哉・前川和子・本山晶子），主催：図書館を学ぶ相互講

座，協力：大阪府立中之島図書館，開催：大阪府立中之島図書館，2009年

4月～

（教育活動），情報科学技術協会（INFOSTA）主催の「情報検索基礎能力試

験」に参加（2008．11．23～）本学の合格二二20四

千　葉　真　也

1．「尾上本『万葉集丁目』を論じて松坂の一夜に及ぶ」，単二，3月18日，相

　　愛大学研究論集第26巻，相愛大学，査読無，pp．265－282

2．（学会発表），宣長『玉あられ』と賀茂真淵の文章，単独，第27回二二学会

　　大会，4月18日，本居宣長記念館，鈴屋学会

3．（講演），「大阪の全盛期⊥単独，相愛大学公開講座「大阪から考える」，9

　　月11日，相愛大学南港キャンパス，相愛大学人文科学研究所

4，本居宣長『玉あられ』と『賀茂翁家集』，旧著，12月18日，鈴屋学会三三

　　27号，鈴屋学会，査読有，pp．13－26
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【音楽学部】

飯　塚　一　朗（管弦打楽器専攻）

1．（演奏会），ラスカ祝祭管弦楽団，平塚ラスカホール，1月11日，指揮；手

　　塚幸紀メンデルスゾーン：交響曲第3番「スコットランド」他

2，（演奏会），紀尾井シンフォニエッタ東京，紀尾井ホール，4月2・3日，指

　　揮：高目健，マーラー：交響曲第4番他

3．（演奏会），アンサンブルカプリシカ，兵庫芸術文化センター，4月25日，

　　バッハ：前奏曲とフーガニ短調，マクドナルド：「海のスケッチ⊥　リチャー

　　ズ：「高貴なる葡萄を讃えて」他

4．（演奏会），大阪センチュリー交響楽団，兵庫芸術文化センタz4月30日

　　・5月1・2日，指揮；茂木大輔（のだめコンサート），ブラームス：交響曲

　　第4番　他

5．（演奏会），チャリティーコンサート，東梅田協会，5月17日，オルガンニ

　　久保田清二，ヘンデル：組曲へ長調　他

6．（演奏会），浜松フィルハーモニー管弦楽団，浜松アクトシティー，6月6

　　日，指揮：松井慶太，ピアノ：奥村友美，ベートーベン：ピアノ協奏曲第4

　　番

7．（演奏会），相愛トランペットコアー，6月15日，指揮：若林義人，R・シ

　　ュトラウス：「ウィーンフィルファンファーレ」他

8．（演奏会），大阪フィルハーモニー交響楽団定期演奏会，ザ・シンフォニーホ

　　ール，6月24・25日，指揮：ヤクブ・フルシャ，マーラー：交響曲第1番

　　「巨人」

9．（演奏会），相愛カンタービレ，7月10日，パーセル：トランペットボラン

　　タリー　他

10．（演奏会），八戸地区吹奏楽連盟創立50周年記念演奏会，EDブラスアンサ

　　ンブル，八戸市公会ト堂文化ホール，8月7日，ラングフォード：「ロンド

　　ンの小景」他

11．（演奏会），大阪中学生サマーセミナー「金管アンサンブルクリニック」，音

　　楽世界の旅　他

12．（演奏会），八ヶ岳音楽祭プラスアンサンブル，長坂コミュニティホール，10

　　月3日，管10重奏マクドナルド：「シースケッチ」，パーセル1「トラン

　　ペットチューン」他，トランペットコアー，ワーグナー：「エルザの大聖堂

　　への行進」，戸田顕：「新時代の夜明け」他
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13．（演奏会），加古川北高校音楽模擬授業（金管5重奏），10月6日，バーンス

　　タイン：「ウエストサイドストーリーより」他

14．（演奏会），相愛トランペットコアー，まほろばステージ，（平城京遷都1300

　　年祭出演），10月21日

15．（演奏会），大阪フィルハーモニー交響楽団，神戸国際会館，11月28日，指

　　揮：山下一史，チャイコフスキー：「スラブ行進曲」他

16．（演奏会），赤とんぼコンサート，宝塚市三門公民館，12月23日，バーンス

　　タイン：「リフィーのロンド⊥ボザ：「ヴァディナージ」他

※その他の活動

講習会・学外講師

1．金管楽器クリニック，サウンズ・スクエアー，サウンズ・スクエアー（松山

　　市），3月26・27日，5月29・30日

2，トランペット・クリニック，滋賀ロマン楽器，関西トランペット協会主催，

　　4月4日・7月7日

3．香川県立坂出高校音楽科　トランペットレッスン，5月8日・8月6日

4．弘前大学教育学部トランペットレッスン，8月10・11日

コンクール審査員

1．第42回岐阜県アンサンブルコンテスト，可児市文化創造センター，1月30

　　・31日

2．第55回宮崎県吹奏楽コンクール，宮崎市民文化ホール，7月17・18日

3，第46回滋賀県吹奏楽コンクール予選，ひこね市文化プラザ，7月21・22

　　日

4．第58回全日本吹奏楽コンクール　香川県大会，アルファあなぶきホール，

　　7月30日・31日・8月1・2日

5．第1回関西トランペット協会コンクール，相愛大学ホール，9月25・26日

6．福岡県アンサンブルコンテスト，12月11・12日

7，島根県アンサンブルコンテスト，12月18・19日

指導業績他（大学レッスン，試験，学生のソロ演奏会指導を除く）

1．相愛トランペットアンサンブル特別演奏，第19回大阪「のれん」100年フ

　　ェア，ヴィアーレホール，2月25日

2，相愛ウインドオーケストラ　レコーディング，相愛大学南港ホール，3月3

　　日，指揮：若林義人　ポップス曲

3．第53回　相愛オーケストラ定期演奏会，いずみホール，3月9日，指揮：

　　円光寺雅彦，ベートーベン：交響曲第1番　他
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4．相愛ウィンドポップスコンサート，相愛大学南港ホール，3月15日，指

　　揮：若林義人，ポップス曲

5．アンドレ・アンリ氏　公開レッスン，大学404教室，3月17日

6．トランペット専攻生　後期スケールチェック，3月中旬～

7．ウィンドオーケストラ　7月定期演奏会，「ローマの祭り」ホルンソロオー

　　ディション，4月7日

8．関西トランペット協会　第1回新人演奏会，伊丹アイフォニックホールt4

　　月8日

9．オーケストラ　10月定期演奏会，ブラームス：交響曲第4番　フルート・

　　ホルンオーディション，4月14日

10．トランペットアンサンブル　街角コンサート御堂筋，5月13日

11．クラス試演会，大学404教室，5月26日

12．トロンボーンアンサンブル　街角コンサート御堂筋，6月3日

13．トランペット専攻生　前期スケールチェック，6月中旬～

14．トランペットコアー一一．第4回演奏会，相愛大学南港ホール，6月15日，指

　　揮：若林義人，R・シュトラウス：「ウィーンフィルファンファーレ」他

15．オープンキャンパス，金管アンサンブル，相愛大学南港ホール，6月20日

　　ヘーゼル：「3匹の猫」他

16．ベガ新人演奏会ベガ・ホール，6月22日

17．相愛トランペットアンサンブル「パルフェ」

18．金管アンサンブル，本町ホール，7月10日，相愛カンタービレ，リチャー

　　ズ：「高貴な葡萄酒を讃えて」他

19．ウィンドオーケストラ定期演奏会，尼崎アルカイックホール，7月14日

20．大阪中学生サマーセミナー　金管アンサンブル指導相愛大学南港ホール，

　　8月10日・11日

2■オーケストラ合宿，浜名湖カリアック，8月14日～18日

22．オーケストラC組　中国公演　壮行演奏会，相愛大学南港ホール，8月27

　　・28日～9月2日

23．オーケストラC組　中国演奏旅行，遼寧劇場，同大学ホール，東北大学ホ

　　ール，指揮：小林恵子，チャイコフスキー：「ロメオとジュリエット」他

24．オーケストラB組　大阪クラシック出演，淀屋橋9月5日

25．トランペット科合宿，和歌山，9月8日～11日

26．第54回目ーケストラ定期演奏会，シンフォニーホール，9月24日，指

　　揮：円光寺雅彦ブラームス：交響曲第4番他
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27．トランペット・ホルンソロパートオーディション（第55回オケ定期），10

　　月1日，ラベル：ピアノ協奏曲，ベートーベン：交響曲第7番

28．トランペットコアー　平城京遷都1300年祭参加　まほろばステージ，10

　　月21日，ピルス：ファンファーレ他

29．かがりコンクール，相愛トランペット5重奏（「聴衆賞」受賞），10月21

　　日，（3回生　大泊，小林，楠木，麻野，吉岡＞

30．トランペットアンサンブル　岐阜県高等学校吹奏楽発表会，羽島市文化セン

　　ター，10月31日，チャイコフスキー：「白鳥の湖」より

31．トランペットアンサンブル　街角コンサート，御堂筋，11月4日

32．第2回関西トランペット協会フェスティバル，堀川高校ホール，11月7

　　日，トランペットアンサンブル出演，演奏曲は定期演奏会の中から

33，トランペットアンサンブル定期演奏会，相愛大学南港ホール（11月16日）

　　・ローズ文化ホール（18日），チャイコフスキー：「白鳥の湖」他

34．スケールチェック（前期分），11月～

35．ウィンドオーケストラ授業内発表会，相愛大学南港ホール，11月22日，指

　　揮：中谷満・前田昌弘・竹林秀憲・飯塚一郎，タイケ；「旧友」，ブラーム

　　ス：「ハイドンヴァリエーション」他

36．金管アンサンブルフェスタ，相愛大学南港ホール，12月20日，金管楽器専

　　三生・専攻科学生によるファンファーレ特集　他

石村真紀（音三法藪）

1．特集記事　課題研究委員企画「関係性の展開に目を向ける」～自閉症の事例

　　から～（石村プレゼンテーション逐語録），2月1日，日本音楽療法学会近畿

　　支部，近畿音楽療法学会誌VoL8，　pp．10～P22

2．（図書紹介），『鉄腕アトムと晋平くん～ロボット研究の進化と自閉症児の発

　　達』から，旧著，12月31日，音楽之二二，theミュージックセラピー

　　Vol．18，　pp．46

3，（ワークショップ），ひょうごヒューマンケアカレッジ音楽療法講座，『即興

　　的技法の導入』，1月6日・7日　2月9日，こころのケアセンター大研修

　　室，（三三）ひょうご震災記念21世紀研究機構

4．（講演），ひょうごヒューマンケアカレッジ音楽療法講座，『事例学習（2）」，

　　7月30日・8月5日・8月25日，こころのケアセンター大研修室，（公

　　財）ひょうご震災記念21世紀研究機構

5．学会特別企画座長　課題研究『セラピー場面における関係性の展開』90分
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　　枠第10回日本音楽療法学会学術大会9月25・26日神戸国際会議場

　　・神戸ポートピアホテル

※その他の活動

1．出演『音の城♪音の海』ドキュメンタリー映画　監督：服部智行　共演者：

　　江崎将史・大友良英・千野秀一など。上映場所：渋谷UPLINK　X，神戸ア

　　ートビレッジセンター，第七芸術劇場，京都みなみ会館　などにて各1週

　　間ロードショウ，（明治安田生命社会事業貢献プログラム「エイブルアート

　　・オン・ステージ」）

2．即興演奏ライブ＆ワークショップ『水際』　音楽ホール＆ギャラリー里夢

　　11月6日　石原興子（マリンバ）・福本聖美（アンクルン・パーカッショ

　　ン）

3
4
56
▼
7

日本音楽療法学会評議員

日本音楽療法学会近畿支部課題研究委員会委員長

（三二）ひょうご震災記念21世紀研究機構　兵庫県音楽療法士認定審査会

委員

西宮音楽療法研究会顧問

滋賀県音楽療法研究所顧問

泉
1

2．

3．

4．

5．

6．

　　貴　子（声楽専攻）

（演奏会），第18回みつなかオペラ「アイーダ」，3月21日目川西市みつな

かホール，アイーダ役，指揮：牧村邦彦，小餅谷哲男・福原寿美枝・田中勉

　他，第18回みつなかオペラ実行委員会，川西市文化財団

（演奏会），第19回みつなかオペラ「マリア・ストゥアルダ」，9月20日，

川西市みつなかホール，マリア役，指揮：牧村邦彦，片桐直樹・竹内直紀・

橘知加子　他，第19回みつなかオペラ実行委員会，川西市文化財団

（演奏会），教員によるコンサート，10月28日，相愛学園本町講堂，佐藤康

子・山田健司・米田哲二・馬場清孝・今岡淑子，相愛大学

（演奏会），関西二期会第73回オペラ公演「ドン・ジョヴァンニ」，11月14

日，尼崎アルカイックホール，ドンナ・アンナ役，指揮：園田隆一郎，萩原

寛明・米田哲二・横田浩和　他，一般社団法人関西二期会，尼崎市総合文化

センター

（演奏会），大阪第一合唱団定期演奏会「テ・デウム」，11月21日，いずみ

ホール，ソプラノ・ソロ，指揮：納多正明　他，大阪第一合目団

（演奏会），YMCAクリスマスコンサート，12月11日，聖学院ホール，井
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　上了吏・志村文彦・泉博子，YMCAチャイルドセンター

7．（審査），こどもの為のコンクール，大阪府，4月24日，河合楽器，カワイ

　音楽教室

稲　垣　　　聡（ピアノ専攻）

1．（演奏会），勝間田裕子個展＋3，東京オペラシティ・リサイタルホール，1

　　月12日，勝間田裕子：バラが薫れば…（1994），主催：勝問田裕子，制作

　　協力：東京コンサーッ

2．（演奏会），アンサンブル・ノマド第36回定期演奏会“春・ヤング・アメリ

　　カ”，東京オペラシティ・リサイタルホール，1月31日，コンロン・ナンカ

　　ロー：「タンゴ？⊥主催：アンサンブル・ノマド

3．（演奏会），Male　Box　Concert，大阪帝国ホテル・チャペル，2月22日，共

　　演：川下登・雁木悟・青木耕平・小玉晃・西尾岳史・菊田隼平（Bar）

4．（演奏会），アンサンブル・ノマド第37回定期演奏会“クロードの夢：クロ

　　ード・ヴィヴィエ特集”，東京オペラシティ・リサイタルホール，3月19

　　日，クロード・ヴィヴィエ：「ピアノのための“シラーズ”」，主催：アンサ

　　ンブル・ノマド

5．（演奏会），KEIBUN　25周年記念　しがぎんホールプレミアム・シリーズ

　　“Super　4（2　Pianos×2　Percussions）”，しがぎんホール，3月30日，岡田

　　和津子：「クルブ・クワトロ～ピアノ1台（四手）と打楽器（2パート）の

　　ために～⊥ラヴェル：「ラ・ヴァルス」，バルトーク；「2台のピアノと打楽

　　器のためのソナタ」，共演：児嶋一江（Pf）・中谷満・宮本妥子（Per）

6．（演奏会），教員によるSOAI　Concert～伴奏法1・1，ピアノ室内楽1・

　　ll担当教員による～，相愛大学南港ホール，6月29日，モーツァルト：ピ

　　アノとヴァイオリンのためのソナタ　ト長調　K301，共演：山本佳代

　　（Vn），相愛大学

7．（演奏会），湯浅譲二80歳記念コンサート，東京オペラシティ・リサイタル

　　ホール，8月8日，湯浅譲二：「サーカス・ヴァリエーション」～子供のため

　　のバレエ音楽・2台ピアノ編曲版～（1954）［演奏会初演］，「空」～ソプラノ

　　とピアノのための～（2003），「つぶやき」～ソプラノと7つの楽器のための

　　～（1988），「2台ピアノのためのプロジェクション」（2004），共演：中川俊

　　郎（Pf）・平松英子（Sop）・木ノ脇道元（Fl）・菊地秀夫（Cl）・甲斐史子

　　（Vn／Vla）・松本卓以（Vc）・宮本典子（Per）・夏田昌和（Cond），主催：湯

　　浅譲二80歳記念コンサート実行委員会　後援：日本大学芸術学部音楽学科
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8．

9．

10，

11，

　助成：財団法人ローム・ミュージック・ファンデーション

（演奏会），Male　Box　Concert，いずみホール，8月20日，共演：川下登・

雁木悟・青木耕平・小玉晃・西尾岳史・菊田隼平（Bar），　Male　Box

（演奏会），池辺晋一郎　超音楽談義　音楽の歓び，楽しみ～ファンタジーと

ともに～，岐阜現代美術館／NBKコンサートホールt　11月6日，池辺晋

一郎1「ピアノのためのソナチネ」（1963），「大地は蒼い一個のオレンジの

ような…」（1989），ヴァイオリンの花束・11の小品より“ファンタジー”

（1986），共演：小松美穂（Vn）・古川秀昭・池辺晋一朗（お話）

（演奏会），一打一身～北村成美＆宮本妥子～，栗東芸術文化会館さきら中ホ

ール，12月4日，武満徹：「ムナーリ・バイ・ムナーリwithコロナ」，ジ

ョン・ササス：「マトルズ・ダンス」，共演：北村成美（ダンス）・宮本妥子

（Per）・草津ダンス道場，主催：栗東芸術文化会館さきら

（演奏会），アンサンブル・ノマド第40回定期演奏会“現代ラテン世界を行

く”，東京オペラシティ・リサイタルホール，12月7日，ベネット・カサブ

ランカス：「序奏，カデンツァとアリア」（1993），共演：野口千代光

（Vn）・菊地秀夫（Cl）・松本町以（Vc），主催：アンサンブル・ノマド

※その他の活動

1．（審査），ヤマハ・ヤングピアニストコンサート　四国地区推薦演奏会，高松

　　テレサ，1月16・17日，主催：ヤマハ　鍵盤・普及営業部　共催：ヤマハ

　　特約楽器店

2．（審査），日本ピアノ教育連盟（JPTA）　第27回目アノ・オーディション関

　　西地区予選E部門，相愛大学南港ホール，11月20・21日，主催：日本ピ

　　アノ教育連盟（JPTA）　後援：文化庁　協賛：音楽之友社・河合楽器製作

　　所・全音楽譜出版社・ヤマハ

戎　谷　六　雄（酒井睦雄）（管弦打楽器専攻）

1．（指揮），相愛オーケストラ　第53回定期演奏会～選抜ソリストを迎えて

　　～，大阪　いずみホール，3月9日，W．　A．モーツァルト：歌劇「劇場支配

　　人」序曲，R．シュトラウス：オーボエ協奏曲，オーボエ：辮天芳枝，相愛

　　大学

2．（指揮・クラリネット），戎谷（酒井）門下クラリネット発表会，兵庫県・ピ

　　ッコロシアター（小ホール），6月12日，W．　A．モーツァルト：「フィガロ

　　の結婚」序曲，R．カーペンターズ：「トップ・オブ・ザ・ワールド⊥J．ガ

　　ーラント：「イン・ザ・ムード」，W．　A．モーツァルト：クラリネット協奏曲
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3，

4，

5．

6．

7．

8．

9，

より二楽章／チャイコフスキー作曲：「胡桃割り人形」より「序曲」「マー

チ」「金平糖の踊り」「花のワルツ⊥主催：戎谷六雄門下生

（指揮），相愛大学　クラリネットオーケストラ演奏会，相愛学園おおい町セ

ミナーハウス，9月1日，A．リード：「エル・カミーノ・レアル⊥E．エル

ガー：「愛の挨拶」，磯崎敦博：「虫の謝肉祭」，G．ウールフェンデン：「スリ

ーダンス」，相愛大学クラリネット専攻生

（指揮），高知大学医学部管弦楽団　第27回定期演奏会，高知市文化プラザ

かるぽ一と大ホール，9月12日，メンデルスゾーン：「フィンガルの洞

窟」，ビゼー：組曲「アルルの女」第1：2組曲より抜粋，チャイコフスキ

ー：交響曲弾5番，高知大学医学部管弦楽団

（指揮），相愛オーケストラ　第54回定期演奏会，ザ・シンフォニーホー

ル，9月24日，J．シュトラウス：「かじ屋のポルカ」，　J．シュトラウス1：

「トリッチトラッチポルカ⊥相愛大学

（指揮），相愛大学礼拝コンサート（女声合唱団プリモーラ），相愛大学南港

ホール，10月7日，御崎恵：「ふゆのさくら」より「ふゆのさくら」「ひま

わり」「奥様お手をどうぞ」「魅惑のワルツ」「ムーンリバー」「唯一度だけ」

「ライムライト」「虹の彼方に」，相愛大学

（指揮），相愛大学クラリネットオーケストラ演奏会，相愛大学南港ホール，

11月9日，A．リード：「エル・カミーノ・レアル」E．エルガー：「愛の挨

拶」，磯崎敦博：「虫の謝肉祭」，G．ウールフェンデン：「スリーダンス」，相

愛大学クラリネット専攻生

（指揮），相愛大学　作曲専攻生　後期作品発表会，相愛大学南港ホール，11

月24日，福原真衣子：交響詩「生命」～大地の死と再生の物語～，相愛大

学作曲専攻生

（指揮），京都薬科大学管弦楽団　第38回定期演奏会，京都府長岡京記念文

化会館，11月27日，G．ビゼー：「アルルの女」第一・第二組曲より，　J．ブ

ラームス：交響曲第2番，京都薬科大学管弦楽団

大前　哲（作曲専攻）
創作活動：作曲作品（楽器編成），完成月

1．アクセス66＝ACCESS　660p．150　a（orchestra），1月

　　アクセス66＝ACCESS　660p．150　b（wind－ensemble），1月

　　アクセス66＝ACCESS　660p．150　c（brass－ensemble），1月

2．イン・ザ・ディスタンス＝IN　THE　DISTANCE　op．151（wind－band），3
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　　月

3，インスパイア：ダブル・トークNo．36＝INSPIRE：DOUBLE－TALK
　　No．360p．152（tp，　perc），7月

4．トリオ・フェストーネ＝TRIO　FESTONE　op．153（fl，　vib，　pn），9月

5．時の肖像II：ダブル・トークNo．37＝TIME　PORTRAIT　II：DOUBLE－

　　TALK　No．370p．154（2　cl），9月

作品公開　演奏会名（開催都市名），公開作品名，開催月

1．21世紀の吹奏楽・第13回“饗宴”（21世紀の吹奏楽“饗宴”主催；東京）

　　にて〈スペース・グラデーション＞op．138（wind－orch）を発表，3月

2．Semaine　de　musique　Japonaise（ブローニュビアンクール音楽院主催；フ

　　ランス）にて〈タイム・リンク：ダブル・トークNo．27＞op．115（f1，　pn）

　　を初演，4月

3．第4回　Soai　Trumpet　Choir（大阪）にて〈アクセス66＞op．150　c（brass

　　＿ens＞を初演，6月

4．相愛ウインドオーケストラ第32回定期演奏会（尼崎）にて〈アクセス66＞

　　op．150　b（wind－ens＞を初演，〈町尽〉第2章op．144（wind－ens＞を初

　　演，7月

5．大阪クラシック（大阪クラシック実行委員会主催；大阪）にてくインスパイ

　　ア：ダブル・トークNo．36＞op．152（tp，　perc）を初演，9月

6．国際ウインドアンサンブル作曲コンテスト第2位受賞。受賞作〈イン・ザ

　　・ディスタンス＞op．151（wind－band）をハーレルベーケ（ベルギー）に

　　て初演，11月

受賞　名称（開催都市名），主催者団体，受賞年月

1．国際ウインドアンサンブル作曲コンテスト第2位（ハーレルベーケ・ベル

　　ギー），ハーレルベーケ市，11月

2．国際作曲コンペティション“ジェルミ賞”第3位（ローマ・イタリア），G．

　　E．R．　M．1．，11月

3，ICA国際作曲コンペティション第1位（カーボンダーレ・アメリカ），　ICA

　　（国際クラリネット協会），1月

旦　栗　まち絵（管弦打楽器専攻）

1．（演奏会），いずみシンフォニエッタ大阪第24回定期演奏会，いずみホー

　　ル，2月27日，シチェドリン：カルメン組曲，シュニトケ：モーッ＝アル

　　ト・ア・ラ・ハイドン他
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2，（演奏会），ヴィオラスペース2010大阪，5月20日，ザ・フェニックスホ

　　ール，ホフマイスター：二重奏曲　ト長調，ブルクハルト：クライネ・セレ

　　ナーデ作品15，共演：菅沼準二（ヴィオラ）

3．（演奏会），いずみシンフォニエッタ大阪第25回定期演奏会，いずみホー

　　ル，7月8日，レスピーギ：リュートのための古風な舞曲とアリア第3組

　　曲，ストラヴィンスキー：プルチネルラ組曲　他

4．（演奏会），相愛オーケストラ中国公演，壮行演奏会：相愛大学南港ホール，

　　8月27日，北東アジア発展フォーラム公演：遼寧大劇院8月29日，遼寧

　　大学公演：遼寧大学講堂，8月31日，東北大学公演：東北大学漢卿会堂，9

　　月1日，何占豪・方今：ヴァイオリン協奏曲「梁山泊と祝英台」，共演：小

　　林恵子（指揮），相愛オーケストラ

5．（演奏会），小栗まち絵ヴァイオリン・リサイタル，大阪信愛女学院講堂，10

　　月20日，ベートーヴェン：スプリングソナタ，貴志康一：竹取物語，サラ

　　サーチ：チゴイネルワイゼン　他，共演：田口友子（ピアノ）

6．（演奏会），サントリー芸術財団トランス・ミュージックコンサート，いずみ

　　ホール，11月11日，西村朗：星の鏡ヴィシュヌの膀（へそ）

※その他の活動

KOBE国際学生音楽コンクール審査員（1月）

ABC新人コンサートオーディション審査員（3，6月）

全日本学生音楽コンクール大阪大会審査員（9，10月）

大阪国際室内楽コンクール審議委員

日本演奏連盟関西委員会委員

黒坂俊昭（音楽学専攻）

1．（翻訳），ヤン・ヴェンッォフスキ著『ポーランドの宗教音楽（歴史的概説）

　　第3章：バロック期』，単独音楽研究（音楽研究所刊）第11巻，3月，pp．59

　　－81

2．（講演），『音楽の成果を機関リポジトリに載せる問題点』，シンポジウム，

　　『デジタルリポジトリ連合（DRF）主題ワークショップ』，テーマ「美大・

　　音大・体大から論文以外の学術成果を発信する⊥12月22日，東京朔旦大

　　学

児嶋一江（ピアノ専攻）

1．（演奏会），三木楽器開成館レクチャーコンサートシリーズ第3回　「秘めら
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　　れた可能性～コントラバス」，2月28日，バッハ・ブゾー二：オルガンコラ

　　ール前奏曲，シューベルト：アルペジォーネ他，共演：吉田秀（Cb）

2．（演奏会），滋賀銀行経済文化センター創立25周年記念「スーパー4」，3月

　　30日，バルトーク：2台のピアノと打楽器の為のソナタ，ラヴェル：「ラ

　　ヴァルス」他共演：中谷満・宮本骨子（Per）・稲垣聡（Pf）

3．（演奏会），三年文彰・ハノーヴァー国際コンクール史上最年少優勝記念コン

　　サート，5月10日，モーツァルト，シューマン，ベートーヴェン：ソナタ

　　他，共演：三浦文彰（m）

4．（演奏会），三木楽器開成館レクチャーコンサートシリーズ第4回「クラリ

　　ネット　グラデーション⊥5月16日，プーランク：ソナタ，シューマン：

　　3つのロマンス，ブラームス：ソナタ2番他，共演：金井信之（Cl）

5，（演奏会），三木楽器開成館レクチャーコンサートシリーズ第5回「霊感の

　　泉～無限の可能性⊥7月26日，モーツァルト：幻想曲，ヘンデル：ソナ

　　タ，モンティ：「チャルダッシュ」他，共演：永峰高志（Vl）

6．（演奏会），朝日新聞社主催レクチャーコンサート「シューマンとショパン～

　　同時代に生きた好敵手」，8月7日，シューマン：「子供の情景」・「森の情

　　景」，ショパン：ノクターン・ワルツ他

7．（演奏会），アヴィニオン（南フランス）室内楽コンサート，9月4日，ブラ

　　ームス：トリオ，シューマン：幻想小曲集，ショパン：幻想ポロネーズ他，

　　共演：クリストフヘンケル（Vc）他

8．（演奏会），三木楽器開成館レクチャーコンサートシリーズ第6回「アーチ

　　ィスト　orアルティザン～オーボエ⊥10月9日，サン　サーンス：ソナ

　　タ，ダンディ：幻想曲，ブリテン：「世俗的変奏曲⊥共演：加納律子（Ob）

9．（演奏会），林裕チェロリサイタル，名古屋コンサートホール，フェニックス

　　ホール他，10月31日，11月7日，8日，9日，カサド：ソナタ，ショパ

　　ン：ソナタ他

10．（演奏会），朝日新聞社主催レクチャーコンサート「ベートーヴェン～悲愴ソ

　　ナタと最期のソナタ」ベートーヴェン：ソナタop。13，0p．111，リスト：「詩

　　的で宗教的な調べ」，シューマン：幻想曲他

11．（演奏会），「ライネッケ～没後100周年に寄せて」，12月6日，ライネッ

　　ケ：トリオ，カーン：セレナーデ他，共演：高山郁子（Ob），村上町（Hr）

12．（演奏会），「藝大プロジェクト2010ピアノシリーズ～シューマン・ショパ

　　ン・リスト」，東京藝術大学奏楽堂，12月25日，シューマン：「最後の幻覚

　　による変奏曲」
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※その他の活動

1
9
臼

3．

4
P
O
ρ
0
7

（審査員），滋賀県ピアノコンクール本選審査，2月7日

（審査員），PIARAピアノコンクール関西地区大会審査，3月22日・4月17

日

（審査員），ピティナ　ピアノコンペティション特級1次審査，7月15・16

日

（審査員），長野県ピアノコンクール予選審査，7月24日・31日・8月1日

（審査員）t大阪国際音楽コンクール本選審査，10月6日

（審査員），全日本ピアノ教育連盟オーディション審査10月20・21日

（審査員），滋賀県ピアノコンクール予選審…査，12月18・19日

斎　藤　達　男（管弦打楽器専攻）

1．（演奏会），武庫川アンサンブル，2月28日，武庫川女子大学，上甲子園キ

　　ャンパス，甲子園会館西ホール，ブラームス：クラリネット三重奏曲　イ短

　　調　op．114

2．（演奏会），マグノリア　サロンコンサート，3月27日，逸翁美術館マグノ

　　リアホール，ヘンデル：2台のチェロのためのソナタ　ト短調　他

3，（演奏会），ならチェンバーオーケストラ第75回定期演奏会，3月20日，な

　　ら100年会館中ホール，ベートーヴェン：交響曲第6番　へ長調「田園」

　　OP．68　他

4．（演奏会），辻井英世先生を偲ぶ会，5月8日，ザ・フェニックスホール，カ

　　ザルス＝カタロニア民謡：「鳥の歌」

5．（演奏会），京都文化博物館“歴史と共に音楽を楽しむ音楽界シリーズ”，8

　　月27日，京都文化博物館別館ホール，コダーイ：ヴァイオリンとチェロの

　　ための二重奏曲

6．（演奏会），ドイツ演奏旅行，9月5日，ハオス・シュラダーン，シュニト

　　ケ：チェロソナタ（1978），ハイドン：ディヴェルティメント　ニ長調他，

　　9月11日，フランクフルト・ムジクシューレ，シュニトケ；チェロソナタ

　　（1978），ハイドン：ディヴェルティメント　ニ長調他

7，（演奏会），沙羅の木会神戸支部　Autumn　Concert，10月1日，兵庫県立芸

　　術文化センター一小ホール，ラフマニノブ：チェロとピアノのための2つの

　　小品　他

8　（演奏会），咲くやこの花芸術祭2010　オープニングコンサート，10月22

　　日，大阪市中央公会堂大ホール，ポッパー：ハンガリア狂詩曲　滝　廉太
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9．

10．

郎：荒城の月　他

（演奏会），咲くやこの花芸術祭　斎藤建寛チェロコンサート，10月24日，

大阪市中央公会堂中ホール，ピアソラ：「ルンファルド」「悪魔のロマンス」

「天使の死」他

（演奏会），クラリネット，チェロ，ピアノの奏でるクリスマスコンサート，

12月25日，ブルッフ：クラリネット，チェロ，ピアノのための8つの小品

　op．83

竹林秀憲（管弦打楽器専攻）

1．（演奏会），京都フィルハーモニー室内合奏団第168回定期公演“古典派へ

　　の道程”，京都コンサートホール小ホール，1月17日，Telemann：Tafelmu－

　　sik（食卓の音楽）第1部　ホ短調，　FL：有田正広・竹林秀憲，　Vn：繹伸

　　司

2．（演奏会），京都フィルハーモニー室内合奏団第169回定期公演“エスプ

　　リ”，京都コンサTトホール小ホール，3月14日，独奏＆室内楽，Blavet；

　　ソナタ（開演前ロビーにて，FLトラヴェルソで演奏），　Debussy：「牧神の

　　午後」への前奏曲（室内楽版），Poulenc：「オーバード」，　Varese：「オクタ

　　ンドル」（8弁雌雄両性花），Milhaud：「世界の創造⊥Ibert：交響組曲「パ

　　リ⊥指揮＆ピアノ独奏：野平一郎

3．（演奏会），相愛大学教員によるコンサート，相愛大学南港ホール，6月8

　　日，独奏＆室内楽，Mozart：FL四重奏「魔笛」より，　C．　Ph．　E．　Bach：無

　　伴奏FLソナタ，　Vn：田辺良子，　Va：竹内晴夫，　Vc：斎藤二二

4．（演奏会），ウラディミール・アシュケナージ×辻井伸行xアンサンブル金

　　沢，ザ・シンフォニーホール＆石川県立音楽堂，6月19・20日，FLパー

　　ト担当，Chopin：ピアノ協奏曲第1番

5．（演奏会），湖南市地域コンサート，甲西文化ホール，9月23日，河合正

　　雄：室内オペラ「手無し娘」，Vo：稗方摂子　Vc：上田康雄　Perc：中路友

　　恵　他

6．（演奏会），竹林先生のフルートの時間，ムラマツリサイタルホール，12月

　　12日，独奏＆レクチュア・C．Ph．　E．　Bach：無伴奏フルートソナタ，　J．　S．

　　Bach：パルティータ（Fl－traversoでの演奏）

※その他の活動

1．（審査員），吹奏楽コンクール滋賀県大会予選彦根文化プラザ，7月21・22

　　日
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（審査員），吹奏楽コンクール滋賀県大会，守山市民ホール，8月1日

（審査員），全日本学生音楽コンクール大阪大会予選　フルート部門，ザ・フ

ェニックスホール，9月9・11日

（審査員），全日本学生音楽コンクール大阪大会本選　フルート部門，ザ・フ

ェニックスホール，10月26日

（審査員），平和堂財団奨励賞選考会，彦根文化プラザ，11月23日

（審査員），全日本学生音楽コンクール全国大会予選　フルート部門，横浜み

なとみらいホール小ホール，11月25日

（公開講座），相愛大学図書館公開講座「私の読書遍歴」，相愛大学図書館，

10月28日

商　良　子（管弦打楽器専攻）

（演奏会），夏祭り　なにわなくとも室内楽，フェニックスホール，7月3

日，ショパン：トリオ，Vc：近藤浩志・Pf笹村直子

（演奏会），クラシックファンのためのコンサート100回記念演奏会，イシ

ハラホール，7月15日，シューベルト：ピアノ五重奏曲「鱒」他，Vn大

谷玲子・Va大江のぞみ・Vc林裕・Pf黒瀬紀久子

（演奏会），「歴史と共に」シリーズ，京都文化博物館，8月27日，バルトー

ク：ソナタ2番他，Vc齋藤二品・Pf富岡Jll頁子

（演奏会），マイハート　サマースペシャル，広島国際会議場，10月1日，

テレマン：序曲組曲他

（演奏会），田辺良子・笹村直子デュオコンサート，京都おがたまさうん，11

月6日，プロコフィエフ：ソナタ1番他

※その他の活動

1．

2．

3，

4．

（審査員），堺市新人演奏会，堺市西文化会館ホール，5月29日（予選）・8

月22日（本選）

（審査員），第12回日本演奏家コンクール，伊丹アイフォニックホール，7

月23日

（審査員），第4回全日本芸術協会コンクール，神戸ハーバーホール，8月12

日

（審査員），第64回全日本学生音楽コンクール，9月4日・5日・6日（予

選），10月23日（本選）
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中谷　満（管弦打楽器専攻）

1．（演奏会），滋賀県立大津高校第30回記念　定期演奏会，大津市民会館，4

　　月3日，ネリベル：二つの交響的断章を指揮，共演者：大津高校吹奏楽

　　部，大津高校

2．（演奏会），パーカッションフェスチバル2010，大阪ブイルハーモニー会

　　館5月4・5日，金田真一：打楽器アンサンブルのための「ソナチネ」を

　　指揮，関西打楽器協会

3．（演奏会），神戸市立六甲アイランド高校吹奏楽部　第10回定期演奏会，神

　　戸文化ホール，5月8日，三善晃：「ティンパニーと吹奏楽の為の協奏曲」

　　を独奏，神戸六甲アイランド高校吹奏楽部

4．（演奏会），神戸市混声合唱団　秋の定期演奏会，神戸文化ホール，9月3

　　日，カール・オルフ：二台のピアノと打楽器伴奏の為の「カルミナブラー

　　ナ」を演奏神戸市混声合唱団，神戸市演奏協会

5．（演奏会），日本オペラ協会　京都公演，京都芸術劇場　春秋座，10月16・

　　17日，団伊玖磨：「夕鶴」，指揮：江上孝則，演出：今井伸昭，ソリスト，

　　日本オペラ協会員，京都造形芸術大学

6．（演奏会），龍谷大学吹奏楽部　第37回定期演奏会，びわ湖ホール，12月25

　　日，酒井格：「ティンパニー協奏曲」を独奏，指揮：若林義人，伴奏：龍谷

　　大学吹奏楽部，龍谷大学学友会学術文化局吹奏楽部

7．（演奏会），ジャパンプラスコレクション，尼崎アルカイックホール，2月7

　　日，ジョン・ウィリアム（川上肇編曲）：「スターウオーズ」他，指揮：若林

　　義人，トロンボーン：呉信一　他，ジャパンプラスコレクション，尼崎市総

　　合文化センター

林　　　　　裕（管弦打楽器専攻）

1．（演奏会）林裕チェロリサイタル　チェリスト＝コンポーザー・コレクショ

　　ン，フィガロホール，安次ホール，名古屋電気文化会館，ザ・コンサートホ

　　ール，フェニックスホール，三木楽器開成館，10月31日・11月7～9日・

　　12月21日，シューマン：民謡風の5つの小品集　作品102，カサド：ソナ

　　タ　イ短調（絶版），セルヴェ：コンサート用小品　作品14，ショパン：ソ

　　ナタ　ト短調　作品6，ポッパー：セレナーデ・紡ぎ歌シューマン：トロ

　　イメライ，児嶋一江教授，自主公演（毎日・産経・読売・神戸・関西音楽

　　各新聞に掲載。「音楽の友」に批評が掲載される。）文化庁芸術祭新人賞　受

　　賞。
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1．

2．

3．

田　昌　宏（管弦打楽器専攻）

（演奏），ミ・ベモルサクソフォンアンサンブル「音の泉コンサート⊥クレ

オ大阪中央，6月5日，コープランド：エル・サロン・メヒコ，ガーシュイ

ン：パリのアメリカ人ほか，ミ・ベモルサクソフォンアンサンブル（代表前

田昌宏）

（演奏），ミ・ベモルサクソフォンアンサンブル「音の泉コンサート」，名古

屋市熱田文化小劇場，6月18日，コープランド：エル・サロン・メヒコ，

ガーシュイン：パリのアメリカ人ほか，ミ・ベモルサクソフォンアンサンブ

ル（代表前田昌宏）

（演奏），ミ・ベモルサクソフォンアンサンブル第26回定期演奏会，いずみ

ホール，11月13日，ワーグナー：ジークフリート牧歌，ブラームス：ハイ

ドンの主題による変奏曲，チャイコフスキー：弦楽セレナーデハ長調，ミ

・ベモルサクソフォンアンサンブル（代表前田昌宏）

山
1

2．

3．

田　健　司（声楽専攻）

（演奏会），相愛大学　第18回オペラ試演会，相愛大学南港ホール，2月28

日，W，A，モーツァルト作曲「コシ・ファン・トゥッテ」アルフォンゾ役，

指揮：船曳圭一郎，演出：岩田達宗

（演奏会），坂上和夫とその仲間達，ザ・カレッジ　オペラハウス，9月19

日，オペラ「フィガロの結婚」より“もう飛ぶまいそこの蝶々”，オペラ

「カルメン」より“闘牛士の歌”

（演奏会），教員による相愛コンサート，相愛大学南港ホール，10月29日，

オペラ「椿姫」より“ジェルモン・ヴィオレッタニ重唱”，滝廉太郎：「荒城

の月⊥ムソルグスキー：「のみの歌」

山
1

9
一
3
4
準
56．

本　英　二（ピアノ専攻）

（公開講座），ピアノ公開レッスン，相愛学園本町講堂，1月10日，相愛音

楽教室

（研究会），ピアノ演奏法，原楽器MC，1月16日，原楽器

（研究会），ピアノ演奏法，原楽器MC，4月10日，原楽器

（研究会），ピアノ演奏法，原楽器MC，9月18日，原楽器

（演奏＋講演），広がる音楽表現ヤマハなんばセンター，1月25日，ヤマ

ハ音楽振興会

（演奏＋講演），広がる音楽表現新響楽器オーパスホール，4月28日，新
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　　響楽器

7．（演奏＋講演），広がる音楽表現，熊本大谷楽器ホール，9月17日，大谷楽

　　器

8．（演奏）t教員による相愛コンサート，相愛大学南港ホール，6月29日，2

　　台ピアノ，山口博明，相愛大学

9．（演奏），嘉中・嘉穂高等学校関東地区同窓会，ホテルグランドパレス，10

　　月1日，ピアノソロ，門中・嘉穂高等学校関東地区同窓会

10．（審査員）第9回大阪ジュニアピアノコンクール，2月21日，ザ・フェニッ

　　クスホール，ヤマハミュージック大阪

11．（審査員），第8回ソナタコンサート，5月22日，オーパスホール，新旧楽

　　器

12．（審査員），第34回ピティナピアノコンペティション地区予選，秋田県総合

　　生活文化会館，6月12・13日，全日本ピアノ指導者協会

13．（審査員），第34回ピティナピアノコンペティション地区本選，洗足学園前

　　田ホール，8月1・2日，全日本ピアノ指導者協会

14．（演奏会），第8回真夏のハーモニー，ユメニティのおがた大ホール，共

　　同，8月22日，連弾，ピアノ2台八手，テューバとの共演，松木瑠美子・

　　片山由美・松木瑠美子ピアノグループ

15．（審査員），ヤマハグレード審査，ヤマハなんばセンター，9月5日，ヤマハ

　　音楽振興会

16．（審査員），ピアノオーディション，相愛大学南港ホール，11月20・21

　　日，日本ピアノ教育連盟

17．（審査員），スガナミピアノフェスティバル　ファイナルコンサート，明石市

　　立西部市民会館，12月19日，スガナミ楽器

18．（審査員），第15回新響ヤングピアニストコンサート，宝塚ベガホール，12

　　月28日，新響楽器

米　田　哲　二（声楽専攻）

1．（演奏会），東京与野大学同期会演奏会，ミレニアムホール，8月27日，R．

　　Strausの歌曲，　R．　Wagnerのオペラアリア，大野徹也・鎌田直純東京藝

　　術大学同期会

2．（演奏会），相愛大学教員コンサート，相愛学園本町講堂，10月28日，R．

　　Strausの歌曲，　G．　Donizettiのオペラアンサンブル，泉貴子，相愛大学声

　　楽分科会」
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3．（オペラ公演），関西二期会オペラ公演「ドン・ジョヴァンニ」，尼崎アルカ

　　イックホール，11月14日，W．　A．　Mozart：オペラ「ドン・ジョヴァン

　　ニ」全二幕　レポレッロ役に出演，指揮：園田隆一郎，大阪センチュリー交

　響楽団，関西二期会

【人文学部】

石川玲子（英米文化学科）

1．「子供から大人への統一『ディア・ノーバディ』のクリスとヘレンの場合

　　一」，単著，3月，『英米文学の可能性一玉井障教授退職記念論文集』，英宝

　　社，査読無，pp．795－806

2，（シンポジウム），「ヴィクトリア朝の残光一『灯台へ』のパーティ」（シンポ

　　ジウム『ヴァージニア・ウルフのパーティ空剛），単独，第30回日本ヴァ

　　ージニア・ウルフ協会全国大会，11月7日，くらしき作陽大学

3．（書評），「Maria　DiBattista　lmαgining　VirginiαWooゲ’An　Experiment　in

　　Critical、Biogrαphy」，単著，12月，『英文学研究』第八十七巻，日本英文

　　学会，査読有，pp．46－51

※その他の活動

日本ヴァージニア・ウルフ協会運営委員

江草浩幸（人間心理学科）

1．（学会発表），空間的な刺激一反応適合性効果を規定する参照枠（7）一反応

　　場所による差異：2肢選択反応の場合一，共同（江草・高田ほか2名），日

　　本心理学会第74回大会，9月21日，大阪大学豊中キャンパス，大阪大学

2．（学会発表），空間的な刺激一反応適合性効果を規定する参照枠（8）一反応

　　場所による差異：4肢選択反応の場合一，共同（林・高田ほか2名），日本

　　心理学三野74回大会，9月21日，大阪大学豊中キャンパス，大阪大学

小野　 真（人間心理学科）
1．「仏教儀礼論の端緒一E．カッシーラー，T．アサドを手掛かりに一」，単著，

　　3月30日，『相愛大学人文科学研究所　研究年報』第4号，査読無，pp．21

　　－31

2．『浄土』，共著（木村清孝・青木正範・観山正見・井上善幸），4月，本願寺

　　出版社，「神話的世界観と『浄土』」，pp．65－82
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3．『宗教学事典』，共著，10月，丸善出版部，編集責任者：星野英紀・島薗進

　　・氣多雅子・池上良正・鶴岡賀雄，項目「音楽と宗教」

4．（学会発表），西谷啓治とタラル・アサドー「宗教」への問いをめぐって一，

　　単独，日本宗教学会第69回学術大会・東洋大学，9月4日，日本宗教学会

5．（雅楽），平成22年度日本教育大学協会全国音楽部会大阪大会，8月5日，

　　講演とワークショップ，大阪教育大学

6．（雅楽），第44回雅楽公演会，梅田芸術劇場メインポール，10月29日，管

　　絃曲：盤渉調満天楽，中開者破の打楽器（太鼓），天王寺平野雅亮会，天王

　　寺町所雅亮会・朝日新聞社

※その他の活動

『宗教哲学研究』編集委員，国際仏教文化協会評議員

嘉　戸　一　将（日本文化学科）

1．（講演），国家有機体説をめぐって一日本近代における国家概念受容のひとこ

　　ま，単，特別セミナー（科研費研究（基盤B）「戦争・経済・メディアから

　　みるグローバル世界秩序の総合的研究」），3月8日，於東京外国語大学

2．身体としての国家一明治憲法体制と国家有機体説一，単帯，3月，相愛大学

　　人文科学研究所研究年報第4号，相愛大学人文科学研究所，査読無，pp　9－

　　20

3．（在外研究），フランス・ナント高等研究所（lnstitut　d’Etudes　Avanc6es　de

　　Nantes，　France）フェロー，10月一（2011年3月）

北　崎　契　縁（英米文化学科）

1．（翻訳），共同訳『D．H．ロレンス書簡集　11901～191016』（松柏社，3

　　月）の「附録」②「高校時代のロレンス：ジョージ・H．ネヴィル「『ペイガ

　　ン』の思い出」の訳出担当，査読有，pp．401－416

2．（講演），相愛大学市民仏教講座「等身大の親鶯像到来の予兆一五木寛之著

　　『親鷺』を中心に一」，4月24日，相愛大学宗教部

3．（講演），相愛大学市民仏教講座「臓器移植と仏教説話の接点」，12月11

　　日，相愛大学宗教部

4．（講演），月例礼拝「文学と宗教　愛と権力を超えて行く道」，6月11日，南

　　港講堂，相愛大学宗教部
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木下（森光）有子（英米文化学科）

1．ことばの違いから文化を読む，丁丁，3月，相愛大学人文科学研究所研究年

　　報第4号，相愛大学人文科学研究所，査読無，pp．1－17（p．60一）

2．（公開講座），ことばの違いから文化を読む，単独，相愛大学公開講座「比較

　　文化を語る⊥3月6日，相愛大学南港学舎

呉下充利（社会デザイン学科）

1．新薬師寺と志賀直哉旧居一奈良に流れる時間一t単独，3月，「白樺サロ

　　ン」第三号，pp．5－11

2．発見された「志賀直哉の窓⊥単独，3月，相愛大学研究論集　第26巻　pp．109

　　－137

3．（講演），志賀直哉と奈良一奈良に流れる時間一，単独，7月19日，志賀直

　　哉旧居（奈良），学校法人奈良学園主催

4，大坂の学一川，島，商，人一，単独，10月2日，相愛大学公開講座，人文

　　科学研究所，相愛学園本町講堂

5．中之島図書館の来歴と真価，単独，11月21日，大阪府立中之島図書館，特

　　別開館＆府政学習会

※その他の活動

『志賀直哉旧居復元工事記録』監修，4月，発行：学校法人奈良学園

桑　原　義　登（人間心理学科）

L（講演），「カウンセリングとは1，単独，いのちの電話協会相談員養成講座，

　　5月22日，和歌山花月殿

2．（講演），「児童虐待への支援」，単独，いのちの電話協会相談員養成講座，6

　　月5日，和歌山花月殿

3，（講演），「カウンセリングスキルの基礎」，単独紀の国被害者支援センター

　　相談員研修，7月10日，ホテルはやし

4．（講演），「グループワークによる事例検討」，単独いのちの電話協会相談員

　　合宿研修，7月10～11日，はやし旅館

5．（講演），「障害者（児）の心理⊥田辺市社協平成22年度視覚障害者移動支

　　援従事者養成研修課程，10月2日，田辺市社会福祉協議会

6．（講演），「児童虐待と臨床心理的地域支援」，単独，近畿福祉事務所長会研修

　　会基調講演，10月22日，有田市文化福祉センター

7．（講演・シンポジウム），「教育現場における児童虐待の問題⊥共同，和歌山
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　　子どもの虐待防止協会会員セミナー，10月24日，和歌山県子ども・女性・

　　障害者相談センター

8．（講演），「DV等家庭内被害者救済支援制度⊥単独，紀の国被害者支援セン

　　ター相談員研修，10月31日，和歌山市中央コミュニティセンター

※その他の活動
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（代議員等），（社）日本臨床心理士会代議員・和歌山県臨床心理士会会長

（委員），日本地域福祉学会地区委員・近畿地域福祉学会平成22年度大会実

行委員

（委員），和歌山県社会福祉施設第三者評価事業推進組織委員長

（委員），和歌山県人権施策推進審議会委員

（委員），和歌山県商工労働部所管施設に関する選定管理者選定委員会委員長

（委員），和歌山県社会福祉審議会児童福祉専門分科会措置専門部会委員

（委員），和歌山県地域福祉推進審議会委員

（委員），和歌山労働局量歌山労働局若年者地域連携事業等企画審査委員会委

員長

（委員），第3次和歌山県社会福祉協議会活動計画検討委員会委員長

（委員），（財）和歌山県人権啓発センター「人権感覚を育てよう」審査・企

画委員

（委員），和歌山市要保護児童対策地域協議会代表者会議委員

（委員），有田市次世代育成支援行動計画策定委員会委員長

（委員），御坊市次世代育成支援行動計画策定委員会委員

（理事），社会福祉法人和歌山社会施設事業会理事

（隊員），和歌山県こころのレスキュー隊（指揮担当）

（理事），（社）和歌山いのちの電話協会理事

（理事），公益法人紀の国被害者支援センター理事

（理事），NPO法人和歌山子どもの虐待防止協会理事・副会長

（委員），岩出市保育所民営化選考委員会委員長

佐々木　　　豊（社会デザイン学科）

1．「“When　I　am　Weak，　then　I　am　Strong”一“赤狩り”時代のエドワード・C

　　・カーター（元IPR事務総長）の言動に関する一考察」山岡道男（編著）

　　『太平洋問題調査会とその時代（1925－1961）』（春風社，3月），pp．161－192

2．「第6章“赤狩り”時代のカーネギー財団と議会調査委員会一「アメリカ的

　　伝統」をめぐる論争」肥後本芳男／山澄亨／小野沢透（編）『現代アメリカ
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＊主な研究課題：

　会科学研究協議会の協力／提携関係による地域研究推進に関する実証的研究

　（第二次世界大戦後～1950年代）

　　の政治文化と世界一20世紀初頭から現代まで』（昭和堂，10月），pp．135－

　　159

3．　Foreign　Policy　Experts　as　Service　Intellectuals：The　A皿erican　Insti－

　tute　of　Pacific　Relations，　the　Cou皿cil　on　Foreign　Relations，　a皿d　Plan－

　ning　the　Occupation　of　Japan　During　World　War　II，　”　in　G．　Kurt　Piehler

　and　Sidney　Pash，　eds．，　The　United　States　and　the　Second　World　War：

　New　Perspectives　on　Diplomacy，　War，　and　the　Home　Front　（New　York　：

　Fordham　University　Press，　November　2010），　pp．293－332

4．（学会発表等），コメンテーター：報告者2ポール・フーバー（ハワイ大学

　　アメリカ研究科名誉教授）「マッカーシズムとIPR研究の現状（McCarthy－

　ism　and　Contemporary　IPR　Research＞」早稲田大学太平洋問題調査会

　　（IPR）研究所　第三回研究例会（国際シンポジウム），12月4日，於早稲

　　田大学

　　　　　　　アメリカ合衆国における主要財団（特にカーネギー財団）と社

釈
1
2
3
4
5．

ρ
0
7
8．

9．

10．

　　徹　宗（人間心理学科）

「親re　一救済原理としての絶対他力』，単著，9月，佼成会出版社，総134頁

『おてらくご一落語の中の浄土真宗』，単著，9月，本願寺出版社，総155頁

『現代霊性論』，共著（釈徹宗・内田樹），2月，講談社，306頁

『現代人の祈り一呪いと祝い』，共著（釈徹宗・内田樹・名越康文），サン

ガ，総264頁

『おせっかい教育論』，共著（釈徹宗・鷲田清一・内田樹・平松邦夫），140

B，総218頁

（講演），浄土宗西山深草派誓願寺公開講座，全五回，1月～3月，誓願寺

（講演），裁判員制度について，浄土真宗本願寺派東海教区公開講座，1月29

日，名古屋別院

（講演），スピリチュアルケアについて，ひょうごオープンカレッジ，1月30

日，兵庫大学

（講演），ウェルネスと宗教心，兵庫県「寺子屋師範塾」，2月4日，兵庫大

学

（講演），六字のみ名をとなえつつ，中央仏教学院卒業講演会，2月18日，

中央仏教学院
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11．（講演），宗教儀礼について，備後若手僧侶の会「備龍会」，3月2日，備後

　　教区教務所

12．（講演），現代を生きる力としての仏教，碧山報恩会，3月4日，広島グリー

　　ンアリーナ

13．（講演），儀礼について考える，三竿仏教会，3月11日，たつの市経済交流

　　センター

14．（講演），大阪アースダイバー，ナカノシマ大学，共同（中沢新一），4月16

　　日，大阪城スクエア

15．（講演），現代を生きる力としての仏教，浄土宗西山禅林寺派僧侶，5月29

　　日，禅林寺

16．（講演），往相還相廻向について，僧侶研修会，7月22日，築地本願寺

17．（講演），仏教と社会活動，浄土宗西山禅林派安居，7月31日，禅林寺

18．（講演），仏教と食文化，市民大学，8月1日，たんぱの森公苑

19．（講演），コミュニケーションについて，第五連区布教使研修会，9月7～8

　　日，浄土真宗鹿児島別院

20．（講演），現代を生きる力としての仏教，公開講座，9月18日，浄土真宗岐

　　阜教区教務所

21．（講演），地域コミュニティについて，記念講演会，共同（内田樹），10月1

　　日，東神戸教会

22．（講演），食について考える，寺族婦人会，共同（山崎紹耕），10月8日，築

　　地本願寺

23．（講演），仏教保育について考える，仏教保育連盟10月16日，浄土真宗大

　　分教区教務所

24．（講演），六字のみ名を称えつつ，新任住職研修会，10月18日，浄土真宗神

　　戸別院

25．（講演），現代仏教のあり方，第五連管布教使研修会，11月8日～9日，熊

　　本交通センター

26．（講演），わかりやすい仏教，京都女子高校報恩講，10月18日，京都女子高

　　校

27．（講演），役に立たない大切な話，春秋会，共同（名越康文），11月23日，

　　広島グリーンアリーナ

28．（講演），わかりやすい仏教，宗門関係高校報恩諦，11月25日，築地本願寺

29．（講演），仏教と現代社会，大正区仏教会成道会，12月6日，大正区市民会

　　館
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30．（講演），宗教と芸能，やさしい仏教講座，12月18日，兵庫大学

31．（講演），仏教・キリスト教・イスラムの対話，神学特殊講義共同（C．ヘ

　　アマンセン他1名），関西学院大学

※その他の活動

1．日本仏教学会西部理事

2．浄土真宗本願寺派将来構想委員会委員

鈴
1
2
3，

4．

木　徳　男（日本文化学科）

『続詞花和歌集新注　上』，単著，12月，青簡舎，総490頁

「中国故事和歌二題⊥単著，1月，『中日文化比較研究論集』第一輯，東北

大学出版社（藩学），査読無，王秋菊主導　王岩・王健副主編　山本幸男・

鈴木徳男・孫久富監修，pp．88－104

『三戸髄脳』における「所の名」について，単著，3月，工事第34号，日本

文学風土学会，査読有，pp．13－24

（学会発表），『俊頼髄脳』定家本について，単独和歌文学会第102回関西

例会，龍谷大学，4月17日，冷泉家特集

※その他の活動

1．（委員），和歌文学会

2．（事務局），俊頼髄脳研究会

砂　川　　　博（日本文化学科）

1．『一遍剛堅』第六の詞と絵，単著，10月1日，「時衆文化」第21号，岩田書

　　院，査読有，PP．23－91

2．（講演），「平家物語にみる福原遷都」，8月3口，平成22年度新・伊丹歴史

　　探訪133回，白雪ブルワリービレッジ長寿蔵レストラン，主催：小西酒造

　　・荒木村重研究会・伊丹酒造組合

※その他の活動

「時衆文化」編集代表

孫
1

　　久　富（日本文化学科）

「月のロマンスー伝説・歌・漢詩等を中心に一⊥単著1月，『中日文化比較

研究論集』第一輯，東北大学出版社（溶陽），王秋菊主編　王岩・王健副主

管　山本幸男・鈴木徳男・孫久富監修，pp．55－75
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※その他の活動

1．上代日本文学学会理事

2．日中人文科学学会理事

3．中国東北大学中日文化比較研究所日本臥所長

高　木　　　学（社会デザイン学科）

1．宮崎駿作品と環境問題をめぐる社会学的試論，単著，相愛大学研究論集第26

　　　巻，相愛大学，査読無，pp　77－93

Teresa　Bmner　Cox（英米文化学科）

Current　research　themes：

1．Study　abroad　experiences　of　Japanese　university　students

　　　a．see　USA　presentation　below

　　　b．completed　preparation　of　English　subtitles　f（｝r　bilingual　version　of

　　　training　DVD“Academic　Challenge”

2．Chinese　culture　and　communication　style

3．Values　and　values　orientations　in　Chinese，　Japanese　and　American　cul－

　　　ture（comparative　culture）

4．Curriculum　development　project：research　aimed　at　developing　a　sylla－

　　　bus　and　matehals　fbr　an　introducto】ry　course　in　cultural　anthropology

Papers　and　Presentations：

　　　“Learning　Across　Cultures：Strategies　Which　Help　Japanese　Students

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　Shape　Their　US　University　Experience．　Society　f（）r　lntercultural　Educa－

　　　tion，　Training　and　Research（SIETAR－USA＞10th　Annual　Conference，

　　　Spokane，　Washington，　April　17，2010．

自
同
1

2．

3．

井　正　晴（日本文化学科）

漱石俳句撰「句あるべくも9」，共著（菅佐原智治），7月，会報「門」第15

号，鎌倉漱石の會，査読無，pp．10－10

漱石俳句撰「句あるべくも10」，共著（菅佐原智治），11月，会報「門」第

16号，鎌倉漱石の會，査読無，pp．7－7

（学会発表），「『明暗』と，『明暗』期漢詩創作の謂」，単独，第2回中日文

化比較研究国際学術シン． |ジウム，9月9日，（中国）東北大学
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中　村　圭　爾（日本文化学科）

1．（学会発表），「魏晋南北朝の貴族と郷里社会⊥単独，中日学者中日古代史論

　　壇，5月21日，日本教育会館，東方学会

2．（学会発表），「売地券と墓誌の間」，単独，第3回中国石刻合同研究会，7月

　　24日，明治大学アカデミアコモン，明治大学東アジア石刻文物研究所他

※その他の活動

1，科学研究費補助金　基盤研究（C）（研究代表者）による海外調査，8月6－12

　　日，中国山西省・河北省の遺跡・博物館調査

2．科学研究費補助金　基盤研究（A）（研究分担者）による海外調査，12月22

　　－27日，中国南京の遺跡・博物館調査

西迫成一郎（人間心理学科）

L心理的要因が睡眠状況に及ぼす影響，単著，3月，相愛大学人間発達学研究

　　創刊号，相愛大学人間発達研究所，査読無，pp．49－56

橋
1
2
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元　淳一郎（社会デザイン学科）

「時間はなぜ取り戻せないのか』，単著，1月，PHP研究所206頁

「力学演習帳』，単著，10月，講i談社，166頁

（研究会発表），「ミンコフスキー時空と生命」，単独，第4回内部観測研究

会，3月，東京理科大学

（学会座長），第2回日本時間学会，6月，山口大学

（講演），「私の読書遍歴と一冊の本」，単独，10月，相愛大学図書館公開講

座

初　塚　眞喜子（人間心理学科）

1．『乳児保育一科学的観察力と優しい心一（第三版）』，共著（川原佐公・古橋紗

　　人子以下12名略），10月，建吊社，総181頁

2．『赤ちゃんから学ぶ「乳児保育」の実践力』共著（川原佐公・古橋一人子以

　　下25名略），3月，保育出版社，総209頁

3．アタッチメント（愛着）理論からアプローチする心理臨床一事例検討および

　　支援のあり方に関する試論的考察一，肝内，3月，相愛大学研究論集第26

　　巻相愛大学，査読無，pp．51－75

4．アタッチメント（愛着）理論から考える保育所保育のあり方，単著，3月，

　　人間発達学研究創刊号，相愛大学，査読無，pp．1－16
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5．発達に障害のある子どもの聴覚過敏の特徴一その実態・原因・対応一，共

　　著，3月，平成19～21年度科学研究費補助金（基礎研究B）課題番号

　　19330210（研究代表者東條吉邦）研究課題：自閉症に理解しやすい音声指

　　示のあり方の解明，研究成果報告書，査読無，pp．57－62

6，（コーディネーター），子育て支援研修会「子どもを元気にする親の関わ

　　り⊥11月13日，和歌山県子ども・女性・障害者相談センター，和歌山県

　　臨床心理士会

※その他の活動

和歌山県臨床心理士会理事（子育て支援担当理事）

藤谷忠昭（社会デザイン学科）

1．「国境離島の苦闘一与那国町の生き残り戦略」，単著，3月，相愛大学，「相

　　愛大学研究論集』26号，査読無，pp．87－105

2．「内部的連帯を媒介とした外部的連帯一自立を選択した自治体の生き残り戦

　　略」，青木康容・田村雅夫編『闘う地域社会一平成の大合併と小規模自治

　　体』，共著，4月，ナカニシや出版，査読無，pp．105－124

3．（学会発表），「小規模自治体におけるNPOの可能性一福井県池田町の環境

　　政策を事例に」，単独，第12回「日本NPO学会」大会，3月，於立命館大

　　学

4，（学会発表），The　Activity　of　Civil　Ombudspersons　in　Japan：Changing

　　Organizations　and　Reflexive　Modernity，単独XVII　ISA　World　Congress

　　of　S㏄iology，7月，　Gothenburg，　Sweden．

※その他の活動

1．共同研究，離島振興策に見る政府間関係の行政社会学的実証研究，2009年

　　12月～2011年3月，日本証券奨学財団・研究調査助成研究，研究者代表：

　　佛教大学　青木康容

2．介護保険市民オンブズマン活動会員，2005年11月～，介護保険市民オン

　　ブズマン機構大阪

益田　 圭（社会デザイン学科）
1．『人権年間2010』，共著，3月，解放出版社，（社）部落解放・人権研究所

　　編，　PP．89－98

2．実習指導の効果を高める教育方法の研究一保育所実習における学生の自己評

　　価と現場評価の比較検討から一，共著（中西利恵・大森雅人・益田圭・曲田
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　二世・高濱麻貴），相愛大学人間発達学研究創刊号，3月，査読無，pp．31－38

3．人権意識調査のウェブ公開，単二，月刊ヒューマンライッ267号6月，査

　読無，pp．64－68

山本幸男（日本文化学科）

1．「日中比較研究と正倉院文書」，単著，1月，『中日文化比較研究論集』第一

　　輯，東北大学出版社（藩陽），査読無，王秋菊主編　王岩・王健副主編　山

　　本幸男・鈴木徳男・孫久富監修，pp．105－114

2．「藤原豊成の難波別業一正史に見える別業事例との比較を通して一⊥豪富，

　　10月，査読無，栄原永遠男編『日本古代の王権と社会』塙書房，pp．281－296

3．（学会発表），「日本に渡った唐僧一三真を通して見た唐文化受容の様相一⊥

　　第2回中日文化比較国際シンポジウム　部会A，9月9日，（中国）東北大

　　学漢卿会堂

4．（講演），「平安遷都後の難波地域」，10月9日，相愛大学公開講座「大阪か

　　ら考える」

※その他の活動

正倉院文書研究幹事（1992年～）

【人間発達学部】

岩　口　摂　子（子ども発達学科）

1，保育者養成における音楽教育の基礎研究4一異文化問における音楽的感性の

　　違いと異文化の音楽教育への応用一，共著（岩口摂子・横山由美子），3

　　月，相愛大学人間発達学研究創刊号，査読無，pp．17－26

2．日本と中国の幼児の歌における旋律比較，単二，6月，応用教育心理学研究

　　第27巻第1号，査読有，pp．17－27

こ口美穂（発達栄養学科）
1，無塩発酵大豆テンペの機能性研究一Rhiz6pus　sp、を混合して調整したテン

　　ペのインフラボン生成一　Functional　Studies　on　non－salt　fermented　soy－

　　bean　Tempe，共著（太田美穂・新宅賀洋・合田麗奈），3月，相愛大学人間

　　発達学研究創刊号，査読無，pp．57－62

2　，　Metabolism　of　Sesamin　by　Cytochrome　P　450　in　Human　Liver　Micro－

　　somes，共著（K　Yasuda，　S，　Ikushiro，　M．　Kamakura，　M．　Ohta，　T．
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3，

4．

5，

6，

Sakaki），8月，　Drug　Metabolism　and　Disposition　38，12，査読有，　pp．1－

7

（学会発表），CYP　105　A　1二重変異体発現放線菌によるビタミンD3の代

謝，共同（安田佳織・橘高敦史・太田美穂・榊利之　以下5名略），日本ビ

タミン学会第62回大会，5月，盛岡アイーナ，日本ビタミン学会

（学会発表），ビタミンDによる細胞増殖抑制の作用機構，共同（三綱栄二

・太田美穂・安生城真一・榊利之以下5名略），日本ビタミン学会第62回

大会，5月，盛岡アイーナ，日本ビタミン学会

（学会発表），ヒト前立腺細胞における25－hydoroxy－19－nor－bitaminD　3

の作用機構，共同（三綱栄二・太田美穂・橘高敦史・榊利之　以下5名

略），第83回日本生化学大会，12月，神戸ポートアイランド会場他，日本

生化学会

（学会発表），CYP　105　A　1二重変異体によるビタミンD3の代謝とその反

応機構共同（安田佳織・橘高敦史・太田美穂・榊利之　以下5名略），第

83回日本生化学大会，12月，神戸ポートアイランド会場他，日本生化学会

※その他の活動

1．日本生化学会評議員（2010年1月～12月）

2，日本栄養改善学会評議員（2010年1月～12月）

3．日本テンペ研究会常任役員（2010年1月～12月）

4．日本調理科学会近畿支部委員（2010年1月～12月）

川　上　螢　子（発達栄養学科）

1，本学発達栄養学科学生と福祉系専門学校生の食生活に関する意識比較，川上

　　螢子・多門隆子・升谷貴美子・二羽るみ子・松本圭絵・吉村令子・前田昭

　　子，相愛大学研究論集26巻3月，pp．141－168

川　中　美津子（子ども発達学科）

1．オートクチュール・ブランディングのデザインカ，単二，3月，宝塚造形芸

　　術大学，ファッション・デザイン・ハンドブック，査読無，p21－34

2．（学会発表），ラグジュアリー・ブランドのテイスト・セグメンテーション戦

　　略単独，第12回日本感性工学会大会，9月13日，東京工業大学大岡山キ

　　ャンパス，日本感性工学会

3．（学会発表），『新人類』女性におけるファッション意識と行動に関する一考

　　察共同，ファッションビジネス学会全国大会一関西支部創立15周年記念
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4，

5．

一，9月18日，マロニエファッションデザイン専門学校，ファッションビ

ジネス学会

（講演），ファッションの大衆化一ユニセックスからゴス・ロリー，単独，平

成22年度日本衣服学会・科研費研究成果公開講座「衣服が発信するメッセ

ージ⊥12月11日，奈良女子大学，日本衣服学会

（パネリスト），ファッションにみるジェンダー，平成22年度日本衣服学会

・科研費研究成果公開講座「衣服が発信するメッセージ」，12月11日，奈

良女子大学，日本衣服学会

塩　見　邦　雄（子ども発達学科）

1．（論文），Xishan且UANG，　Ming　LIU，　Xiaolu　ZHU，　Cui　LI，　and　Kunio

　　SHIOMI，　Examining　of　relations　among　androgyny，　self－esteem　and　cop－

　　ing　style　in　university　students、応用教育心理学研究，27，1，査読有pp．39

　　－45

2．（司会），公開合同研修会，国資格・心理士に求められるもの一子どもの育ち

　　の危機の時代に教育・発達的立場からの心理的援助の専門性一，11月3

　　日，於：東京・文京学院大学本郷キャンパスS館コンソナホール

3，（講演），「しなやかなこころを育てる学校～心理学からの児童の理解と支援

　　の方法」，12月6日，嵐山東小学校教職員と学校評議員の方たちを対象，

　　於：京都・嵐山東小学校

4．（研修指導），「心理教育～「こころの授業』～」について，於：京都市立音羽

　　川小学校

5．（学会発表），こころの授業の実践についての研究（3），川島詞章・塩見邦

　　雄　日本教育心理学会第52回大会，8月28日，早稲田大学

6．（学会発表），小学校におけるこころの授業の実践，川島則章・塩見邦雄，日

　　本応用教育心理学会第25回大会，発表論文集，11月20日，神戸：兵庫県

　　私学会館，pp．9－10

7．（新聞記事），大阪日々新聞・日本海新聞　朝刊　同時掲載，8月29日，「柱

　　のきずと心のきずのお話」

8．（新聞記事），大阪日々新聞・日本海新聞　朝刊　同時掲載，10月31日，

　　「自ら問題解決できる力を～個人を育てるコーチング」

9．（新聞記事），京都新聞朝刊，7月14日，絵画，書“純朴な心”届くモ

　　ンゴルの小学校から　日本と内蒙古の小学校の交流　日本は、京都・音羽川

　　小学校
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10．（教育実践），「こころの授業」実践，京都市立音羽川小学校，7月13日・11

　　月16日

※その他の活動

1，日本教育実践学会会長

2，日本応用教育心理学会理事長

3．日本応用教育心理学会研究誌編集委員長

4．学会連合資格「学校心理士」認定運営機構理事長

5．「教育・発達」心理資格連絡協議会代表

6．兵庫県学校心理士会会長

7．日本・内蒙古教育交流会会長

8．日本教育心理学会常任理事

9．日本教育心理学会年報編集委員

10．「臨床発達心理士」認定運営機構常任理事

11．特別支援教育士資格認定協会連携委員　等

12．スクールカウンセリング推進協議会副代表

角　谷　　　勲（発達栄養学科）

1，（共同研究），医療施設における治療食のin　vitroによる消化レベル及び物

　　性レベルに対する研究，共著（平野和保・角谷勲他6名），3月，平成21年

　　度政策医療振興財団助成金研究班，A4版全126頁

2．（学会発表等），医療施設における治療食の物性特性評価，共同（平野和保・

　　角谷勲他6名），11月27日，福岡市，第64回国立病院総合医学会

田　中　陽　子（子ども発達学科）

1．「裁縫」から「被服製作」への展開過程における裁縫と手芸，単著，3月，

　　相愛大学研究論集第26巻，相愛大学，査読無，pp．125－139

多　門　隆　子（発達栄養学科）

1．The　motivational　contents　in　awareness　in　nutrition　educations，共著

　　（Nobuko　Maruya，　Azumi　Kanda，　Seiko　Mizuno，　Ryuko　Tamon，　Yoko

　　Murai，　Tomiyo　Nakamura，　Shintaro　Namikawa，　Jyunko　Mukai），3月，

　　人間発達学研究所『人間発達学研究』創刊号，査読無，pp．63－72

2．本学発達栄養学科学生と福祉系専門学校生の食生活に関する意識比較共著

　　（川上螢子・多門隆子・前田昭子以下4名略），3月，相愛大学研究論集第26
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　　巻，査読無，pp．141－168

3．中高齢女性の日常身体活動量の変動に関する検討，共著（矢澤彩香・渡邊完

　　児・多門隆子以下6名略），3月，日本健康体力栄養学会誌第13巻第3号，

　　査読無，pp．18－24

4．脳血管疾患予防を指向した口腔ケアによる味覚の変化に関する研究，共著

　　（高橋節子・杉山文・多門隆子以下6名門），3月，日本健康体力栄養学会誌

　　第13巻第3号，査読無，pp．25－32

5．脳血管疾患予防を指向した減塩対策のための表面調理法に関する研究共著

　　（杉山文・三宅基子・多門隆子以下6名略），3月，日本健康体力栄養学会誌

　　第13巻第3号，査読無，pp．33－38

6．『公衆栄養学実習書（学外編）』，共著（今木雅英・多門隆子以下9名略），

　　南山堂，4月，pp．1－96

7，（学会発表），「府民が選ぶヘルシーメニュー人気コンテスト」応募メニュー

　　の栄養価等の解析（第2報），共同（筆頭），第69回日本公衆衛生学会，10

　　月，東京国際フォーラム

8．（学会発表），中ブロック大学等食環境整備連絡会議の活動一学生食堂での続

　　・ヘルシーメニュー開発一共同，第69回日本公衆衛生学会，10月，東京国

　　際フォーラム

9．（学会発表），女性の健康支援対策事業一女子学生と一般女性の食生活から

　　一1共同，第69回日本公衆衛生学会，10月，東京国際フォーラム

10．（学会発表），学生食堂を拠点とした健康栄養情報発信の効果，共同，第69

　　回日本公衆衛生学会，10月，東京国際フォーラム

11．（学会発表），大学連携による地域連携事業の取り組み，共同，第69回日本

　　公衆衛生学会，10月，東京国際フォーラム

12．（学会発表），大学連携・地域連携「食と運動・健康フェスタ」からみた食と

　　体組成の実態，共同，日本栄養改善学会近畿地方会，12月，滋賀県立大学

13．（学会発表），大学連携・地域連携「食と運動・健康フェスタ」の取り組み，

　　共同，第57回日本栄養改善学会，9月，女子栄養大学

14．（講演），（社）全国栄養士養成施設協会研修会，共同，8月，大手前栄養専

　　門学校，（社）全国栄養士養成施設協会

15，（講演），（社）兵庫県栄養士会行政・学校合同栄養士研修会，共同，兵庫県

　　民会館，（社）兵庫県栄養士会

※その他の活動

1．豊中市食育推進協議会　委員　2007一
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2
3
4
5
6
7
8

9．

10，

大阪府卸売市場審議会　委員　2007一

大阪府保健医療部食育フェスタ検討会　委員　2007一

大東市食育推進計画検討会　委員　2008一

大阪市住之江区科挙推進ネットワーク会議　委員　2008一

大阪府環境農林水産部審議会　委員　2009一

健康日本21八尾第2期計画及び八尾市食育推進計画策定委員　2010一

大阪府・サークルKサンクス産官学連携「大阪産こだわり弁当コンテス

ト」及び「大阪産学生応援プロジェクト」における企画・支援　2008一

大阪府・サークルKサンクス産官学連携「野菜バリバリ朝食モリモリメニ

ュー選手権」における企画・支援　2010一

大阪府・イズミヤ産官学連携「野菜バリバリ朝食モリモリお弁当コンテス

ト」における企画・支援　2007一

中　西　利　恵（子ども発達学科）

1．「実習指導の効果を高める教育方法の研究一保育所実習における学生の自己

　　評価と現場評価の比較検討から一」，共著（中西利恵・大森雅人・益田圭・

　　曲田累世・高濱麻貴），3月，相愛大学人間発達学研究創刊号，相愛大学人

　　間発達研究所，査読無，pp．31－38

2．『新子どもの健康』，共著，平井タカネ・村岡眞澄・河本洋子編著，3月，三

　　晃書房，pp．143－151

3，（学会発表），「養成校学生の高等学校普通教科に対する意識の特性一養成期

　　間による比較一⊥共同（大森雅人），全国保育士養成協議会第49回研究大

　　会，9月17日，甲府冨士屋ホテル，全国保育士養成協議会

4．（講演・指導），「子どもの心と身体を育てる援助のあり方①／②」，単独平

　　成22年度大阪市保育所職員研修会「乳児保育研究会」，①6月16日／②11

　　月10日・大阪市役所大阪市こども青少年局

5．（講演），「『指定保育士養成施設卒業生の卒後の動向及び業務の実態に関する

　　調査』から見えるもの」，単独，平成22年度養成校と各保育園との懇談

　　会，6月30日，OMMビル，（社）大阪市私立保育園連盟

6．（講演），「母親・子育て・保育などに関わる女性の生き方について」，単独，

　　相愛中学3年生対象キャリア講演会，10月22日・相愛中学多目的教室，相

　　愛中学校

7．（講演）「発達は子育ての道しるべ一子どもの発達をさぐる一」，単独平成

　　22年度伊丹市現代課題セミナー，12月3日・伊丹市立中央公民館，伊丹市
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※その他の活動

1．（社）全国保育士養成協議会　専門委員（構成：全国7ブロックより計14

　　名），（社）全国保育士養成協議会，委嘱期間（平成20年5月～平成24年

　　5月）

2．大阪市保育所職員研修「乳児保育研究会」助言者・講師，大阪市，委嘱期間

　　（平成22年4月～平成23年3月）

3．八尾市次世代育成支援推進委員及び会長，八尾市，委嘱期間（平成22年7

　　月～平成24年3月）

4．三田市就学前保育・教育のあり方検討委員会委員及び副委員長，委嘱期間

　　（平成22年4月～平成23年3月）

5．地域連携部会推進委員会委員，特定非営利活動法人大学コンソーシアム大

　　阪，委嘱期間（平成22年4月～平成23年3月）

中
1

2，

3．

4．

5．

6，

7．

村　富　予（発達栄養学科）

Effect　of　Lactobacillus　Casei　on　Streptococcus　Bovis　in　Fecal　Flora．共

著（Kawano　A，　lshikawa　H，　Akedo　I，　Nakamura　T以下7四阿），1月，

BMJ　Case　Reports，査読有，　On－1ine

Excessive　fat　restriction　might　promote　the　development　of　colorectal　tu－

mors．共著（Nakamura　T，　Ishikawa　H，　Takeyama　I，　Kawano　A，　Ishiguro

S，Otani　T，　Okuda　T，　Murakami　Y，　Sakai　T，　Matsuura　N），2月，　Nutri－

tion　and　Cancer　62（2），査読有，　pp．154－63

大腸癌予防に向けた食事脂肪の最適摂取に関する研究．単著．3月，大阪大

学大学院学位論文（医学系研究科），A4版総38頁

在宅療養者の訪問栄養食事指導の実態とその課題（第2報），共著（爲房恭

子・中村富予・蓬妙理），3月，武庫川女子大学紀要自然科学編57，査読

無，pp．33－37

プロ野球選手の食意識と栄養サポートニーズ，共著（中村富予・竹山育子・

保井智香子・八田誠二・景山陽子・爲房恭子），3月，人間発達学研究創刊

号，査読無，pp．27－30

The　motivational　contents　in　awareness　in　nutrition　educations，共著

（Nobuko　Maruya，　Azumi　Kanda，　Seiko　Mizuno，　Ryuko　Tamon，　Yoko

Murai，　Tomiyo　Nakamura，　Shintaro　Namikawa，　Jyunko　Mukai），3月，

人間発達学研究創刊号，査読無，pp．63－72

Evaluation　of　epidemiological　studies　of　intestinal　bacteria　that　affected
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　　occurrence　of　colorectal　cancer：　studies　of　prevention　of　colorectal　tu－

　　mors　by　dairy　products　and　lactic　acid　bacteria．共著（Kawano　A，

　　Ishikawa　H，　Nakamura　T，　Kono　K），　Nippon　Eiseigaku　Zasshi．　65（3），

　　査読有，pp．422－46

8．『血糖値が高めの方の食事アドバイスについて』コンテンツ，共著（中村富

　　予・竹山育子），11月，MPラーニング（株メディセオ），30分間視聴教材

　　On－line

9．『知っておきたい栄養の基礎意識』，単著，11月，家族性大腸腺腫症生活ハ

　　ンドブック，総12頁On－line

10，『運動と大腸がん』，単寧，11月，家族性大腸腺腫症生活ハンドブック，総

　　10頁On－line

11．（学会発表），大学連携・地域連携「食と運動・健康フェスタ」の取り組み，

　　共同（筆頭），第57回日本栄養改善学会学術総会，9月11日，女子栄養大

　　学

12．（学会発表），大阪府における食事摂取状況とその後の活動（3），共同（竹

　　山育子・浅井千佐子・笠松範子・竹山杏奈・中村富予），第57回日本栄養

　　改善学会学術総会，9月12日，女子栄養大学

13．（学会発表），大学連携による地域連携事業の取り組み　共同（筆頭），第69

　　回日本公衆衛生学会学術総会，10月28日，東京国際フォーラム

14．（学会発表），大学連携・地域連携「食と運動・健康フェスタ」からみた食と

　　体組成の実態，共同（筆頭），第9回日本栄養改善学会近畿地方会，12月12

　　日，滋賀県立大学

15．（パネルディスカッション），多職種協働による在宅訪問栄養食事指導事例報

　　告とパネルディスカッション，共同，在宅療養者の栄養ケアを考える会，12

　　月4日，コンソーソアム大阪

16．（コンテスト参加），大阪ヘルスジャンボリー「めざせ1　脱メタボ」，共同

　　（相愛・中村ほか卒業研究学生8名），経済産業省主催「社会人基礎力育成

　　グランプリ2011」，11月2日，グランキューブ大阪

17．（講演），「ふだん食べている食事のエネルギー量を知ろう」，相愛大学公開講

　　座「メタボダイエット教室」，単独，10月9日，相愛大学

18．（講演），「ダイエットのための食事」，相愛大学公開講座「メタボダイエット

　　教室」，単独，11月20日，相愛大学

19．（講師），「論文の書き方・パソコン講習会（オッズ比の求め方，傾向性の検

　　定）⊥生活科学研究会，単独，9月4日，大阪教育大学
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※その他の活動

己
1
9
一

0
0
4

5．

6．

7．

理事，NPO法人　ケアプランニング　NEST

食事調査担当，大腸腫瘍患者へのアスピリンによる発癌予防臨床試験厚生

労働省第3次対がん総合戦略研究事業「がん化学予防剤の開発に関する基

礎及び臨床研究」，2006年7月一2012年12月

コンテンツ監修，薬剤師のための実践栄養学，（株）メディセオ

大阪産業大学，大阪電気通信大学，相愛大学連携による「食と運動・健康フ

ェスタ」実施大学コンソーシアム大阪2009年度地域連携事業，2月14

日，ポートタウンショッピングセンター

「大阪ヘルスジャンボリー2010」参加，In　Bodyによる体脂肪測定，10月

16日，長居公園

第17回「みんなの健康展」参加，食育SATシステムによる食事診断10

月23日，住之江区民ホール

大阪府立急性期・総合医療センター連携事業「糖尿病予防セミナー」，学生

による糖尿病予防プロジェクト企画による体験学習，11月6日，大阪府立

急性期・総合医療センター

並河信太郎（発達栄養学科＞

1．（講演），「学校教育における食に関する指導と総合的な学習の時間⊥単独，

　　2月，大阪市立磯路小学校，大阪市立磯路小学校研修会

2．「学校教育における食に関する指導の評価』，共著（並河信太郎・谷脇亜希

　　子），3月，相愛大学研究論集第26号，査読無，pp．169－187

3，『大学生の食生活に関する意識・行動と学生食堂におけるメニュー選択等に

　　関する調査』共著（並河信太郎・谷脇亜希子），3月，相愛大学人間発達学

　　研究創刊号，査読無，pp．39－48

4．（講演），「学校における食育（食に関する指導）について⊥単独，7月，東

　　大阪市教育委員会，健康教育研修会

5．（シンポジウム），「学校における食過の推進について⊥共同，11月，大阪

　　府教育委員会，大阪府学校給食・食育研究協議会

※その他の活動

（委員）大阪府教育委員食育支援者派遣事業検討委員

長谷川　精　一（子ども発達学科）

L　『知の伝達メディアの歴史研究一教育像の再構築一』，共著，3月1日，思文
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閣出版，辻本雅史編pp．254－76

早川史子（発達栄養学科）

1．（論文），学校給食献立におけるコメ及び魚介類の有無と食料自給率，PFC

　　比率，食品群別使用量の実態，共著（岡崎章子・韓順子・早川史子），1

　　月，日本栄養改善学会，栄養学雑誌68，査読有，pp．42－50

2．（論文），茶粥習俗の起源と伝播・分布一佐渡島・隠岐の島・瀬戸内海の島々

　　を中心に一，単著，6月，（財）アサヒビール学術振興財団，研究紀要23

　　巻，査読無，pp．111－120

3．（シンポジウム），お茶の健康と科学，共同（早川史子・坂田完三・小島明子

　　・田淵正樹・桑原秀樹・富田勲〉，2月21日，相愛大学，茶学術研究会，

　　（社）静岡県茶業会議所

4．（審査委員），2009年度湖っ子食育大賞被表彰校選考審査会審査員，滋賀県

　　教育委員会，1月18日

※その他の活動

日本食生活学会評議員（1994年5月～現在）

日本栄養食糧学会参与（1996年2月～現在）

日本栄養改善学会評議員（2003年5月～現在）

原
1

　　佳央理（子ども発達学科）

児童家庭福祉を取り巻く状況，保育サービス，要養護児童への福祉サービ

ス，共著（編著者：福田公教・山縣文治，著者：山縣文治・福田公教，以下

3電略），4月，『新・プリマーズ／保育／福祉　児童家庭福祉』，ミネルヴ

ァ書房，pp．14－27，　pp．82－91，　pp．92－103

※その他の活動

1．（共同研究），平成22年度文部科学省基盤研究（C），大阪「博愛社」の歴史

　　的研究（研究代表者　室田保夫），研究分担者，10年4月～現在

2．（調査者），大阪市社会福祉協議会　保育所　第三者評価事業　評価調査者

　　2007年10月～現在

3．（委員），大阪市社会福祉協議会　児童福祉施設　第三者評価事業検討会　委

　　員2008年3月～現在

前　田　昭　子（発達栄養学科）

1．本学発達栄養学科学生と福祉系専門学校生の食生活に関する意識比較，共著
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　　（川上螢子・多門隆子・前田昭子ほか4名），3月，相愛大学研究論集第26

　　巻査読無，pp．141－168

※その他の活動

日本食育学会評議員

受賞：栄養士養成による功労，（社）日本栄養士養成施設協会，11月3日

丸　谷　宣　子（発達栄養学科）

1　．　The　Motivation　Contents　of　Awareness　一area　in　Nutrition　Education　；

　　The　Enhancement　of　Healthy　Eating　Behavior　by　Self－efficacy　in　Senior

　　High　School　Student　Journal　of　Human　Developmental　Research　1，　63－

　　73（共著・筆頭）

2．『学校栄養教育論』，共著，医歯薬出版，pp．18－32

3．（学会発表），大学連携・地域連携「食と運動・健康フェスタ」からみた食と

　　体組成の実態，日本栄養改善，学会近畿地方会（滋賀県）

※その他の活動

1
9
飼
3
4
5

6．

文部科学論「地域の産物を活用した学校給食助成事業選定委員会」委員

文部科学省主催全国学校給食研究大会指導助言者

神戸大学附属小学校教育研究会（子育）指導助言者

産官学連携食育推進事業「イズミヤ愛情弁当コンテスト」運営，選考委員

大阪南港ポートタウン地区・地域連携健康推進事業「食育推進キャンペー

ン」企画・運営

豊中市食育推進事業「食育シンポジウム」コーディネイター

水野浮子（発達栄養学科）
1　．　A　novel　rhamnosyltransferase　involved　in　the　biosynthesis　of　serovar　4－

　　specific　glycopeptidolipid　from　Mycobαcterium　avium　complex．共著（Mi－

　　yamoto，　Y．，　T．　Mukai，　T．　Naka，　N．　Fujiwara，　Y．　Maeda，　M．　Kai，　＄．　．，一！Y1it：一

　　zuno，1．　Yano，　and　M．　Makino．）J．　Bacteriol．192：査読有，　pp．5700－5708

2　．　The　Motivational　Contents　of　Awareness－area　in　Nutrition　Education

　　共著，3月，人間発達学研究創刊号，相愛大学人間発達研究所，査読無，pp，63

　　－71

3．（学会発表），Taxonomic　study　on　novel　actinomycetes　of　the　family　Der－

　　mαcoccaceae，共同（Junko　Tolnida，　Seiko　Mizuno他5名），3月，第83

　　回日本細菌学会
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4．（学会発表），2．Heterogeneity　and　host　responses　of　lipids　in　Mycobacteri－

　　umu　smegmαtis　strains　共同（Nagatosi　Fujiwara　Seiko　Mizuno他5

　　名）3月，第83回日本細菌学会

5．（学会発表），Biosynthesis　of　serovar　4－specific　glycopeptidolipid　from　My－

　　cobacteriumαvium　complex　共同（Yuji　Miyamoto，　Seiko　Mizuno他7

　　名）3月，第83回日本細菌学会

6．（学会発表），大学連携・地域連携「食と運動・健康フェスタ」の取り組み，

　　共同（中村三二・多門隆子・水野浮子・村井陽子・景山洋子・竹山育子），

　　9月，第57回日本栄養改善学会

7．（学会発表），大学連携による地域連携授業の取り組み，共同（中村富予・多

　　門隆子・水野浮子・竹山育子），9月，第69回日本公衆衛生学会

8．（学会発表），大学連携・地域連携「食と運動・健康フェスタ」からみた食と

　　体組成の実態，共同（中村富予・丸谷宣子・多門隆子・水野澤子・村井陽子

　　・景山洋子・合田麗菜・堀野成代・小林貴美子・竹山育子），12月，第9回

　　日本栄養改善学会近畿支部学術集会

9．（学会発表），臨床分離株Mycobacteriumu　intracellulare由来新規血清型

　　特異糖ペプチド脂質抗原，共同（合田麗奈・水野津子・小林貴美子他5

　　名），12月，第83回日本生化学会

※その他の活動

1．日本栄養改善学会　評議員

2，日本栄養改善学会　近畿支部役員

3，日本調理科学会　近畿支部委員

4．大阪市立大学大学院医学研究科細菌学分野客員教授

受賞：大阪府知事表彰　栄養関係功労者（栄養士養成業務＞11月

村　井　陽　子（発達栄養学科）

1　．　The　motivational　Contents　of　Awareness－area　in　Nutrition　Education，

　　共著（Nobuko　Mayuya，　Azusa　Kanda，　Seiko　Mizuno，　Ryuko　Tamon，　Yoko

　　Murai，　Tomiyo　Nakamura，　Shintaro　Namikawa，　Jyunko　Mukai），3月，

　　相愛大学人間発達研究所『人間発達学研究』創刊号，査読有，pp．63－71

2．家庭における豆摂取の背景要因，共著（村井陽子，奥田豊子），4月，栄養

　　学雑誌第68巻第2号，査読有pp．95－103

3．小学生，中学生および大学生の主食・主菜・副菜の食べ方と認識一食事バラ

　　ンスガイドの活用に向けて一，共著（村井陽子・八丁美輝・奥田豊子），9
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4，

5．

6．

7．

8．

月，日本食生活学会誌第21巻第2号，査読有，pp．148－155

（学会発表），小学生，中学生および大学生の主食・主菜・副菜の食べ方と認

識共同（村井陽子・奥田豊子），第57回日本栄養改善学会学術総会，女

子栄養大学，9月

（学会発表），大学連携・地域連携「食と運動・健康フェスタ」の取り組み，

共同（中村富予・多門隆子・水野浮子・村井陽子・景山洋子・竹山育子），

第57回日本栄養改善学会学術総会，女子栄養大学，9月

（学会発表），大学連携・地域連携「食と運動・健康フェスタ」からみた食と

体組成の実態，共同（中村富予・丸谷宣子・多門隆子・水野浮子・村井陽子

　以下5名四），日本栄養改善学会近畿地方会，滋賀県立大学，12月

（報告書）、Budd－Chiari症候群患者の臨床疫学特性，共著（廣田良夫・大

藤さとこ・村井陽子），3月，厚生労働省特定疾患門脈血行異常症調査研究

班　平成21年度研究報告書，pp．42－45

（講演），小学校における食育の事例と課題，単独，6月2日，東大阪市立菱

谷西小学校，東大阪市学校給食教育研究会

山
1

2，

3．

4，

5．

6．

口　　　繁（発達栄養学科）

（講演），特定給食指導における栄養管理について，単独，テスティパルグル

ープ栄養士研修会，7月3日，大阪府商工会館7階第1・2会場，テスティ

パルグループ主催

（講i演），エコクッキングde　栄養管理×省エネ・ゴミ減量，単独，平成22

年度「大阪市生涯学習ネットワーク事業⊥7月28日，大阪市総合生涯学習

センター第4研修室，大阪市主催

（講演），栄養表示制度・特別用途食品制度・健康食品等について，単独，平

成22年度　外食アドバイザー研修会，9月29日，大阪府枚方保健所講堂，

大阪府主催

（講演），健康増進法に基づく誇大表示等の指導について，単独，栄養食品普

及指導事研修会，10月22日，岡山県庁会議室，岡山県主催

（学会発表），大阪府における健康食品相談事例検索システムについて，共同

（相愛・山口以下9名略），第69回日本公衆衛生学会，10月29日，東京国

際フォーラム，日本公衆衛生学会主催

（講演），「健康食品の真実」～広告に惑わされる前に知っておくことQ＆A

～，単独，健康づくり活動報告・講演会，12月11日，四条畷市立公民館1

階展示ホール，四条畷市主催
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山　本　和　明（子ども発達学科）

1．『書籍類貸付控』からみえてくるもの，共著，2月，国文学研究資料館，調

　　査研究報告30号，査読有山本和明・青田寿美，pp．313－330

2．芸妓国助一代貸末一魯文閲『金花胡蝶幻』備忘一，単著，3月，相愛大学研

　　究論集第26巻査読無，pp．19－40

3．皆伝洒落本瞥見一詩歌俳などからみえてくるもの，単著，8月，至文堂，解

　　釈と鑑賞75－8，査読無，pp．54－62

4．（研究会発表），野崎左文書写『仮名垣文集』に就いて，単，仮名垣魯文研究

　　会第12回研究大会，1月10日，国文学研究資料館

5．（研究会発表），酒田市立光丘文庫蔵『書籍購読会一途』について，単，「十

　　九世紀の出版と流通」研究会，5月28日，国文学研究資料館

※その他の活動

1
2
3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

（委員），日本近世文学会常任委員，6月～現在

（委員），人間文化研究機構国文学研究資料館調査収集委員，2008年4月～

現在

（調査員），国文学研究資料館国文学文献資料調査員（特別調査員の期間含），

1997年4月～現在

（共同研究），国文学研究資料館プロジェクト研究「開化期戯作の社会史的研

究」共同研究員，2004年9月～2010年3月

（共同研究），国文学研究資料館基幹研究「文学資源の総合研究〈十九世紀の

出版と流通〉」共同研究員，2006年4月～現在

（共同研究），国文学研究資料館公募型共同研究「近世風俗文化学の形成一忍

頂寺務草稿および旧蔵書とその周辺一」共同研究員，2008年4月～現在

（共同研究），国文学研究資料館特定研究「近世的表現様式と知の越境一文学

・芸能・絵画による総合研究一」共同研究員，2010年4月～現在

（科研研究），科研基盤研究B「近世上方文壇における人的交流の研究」研

究分担者，2010年4月～現在

（その他），大学コンソーシアム大阪インターンシップコーディネータ，2008

年4月～現在

渡　部　美穂子（子ども発達学科）

1．異文化への態度における都鄙差，共著（向井有理子・渡部美穂子・金児曉

　　嗣），3月，大阪市立大学大学院文学研究科都市文化研究センター，都市文

　　化研究第12号，査読有，pp．85－97
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2．（学会発表），大学における教育方法改善の試みとしての双方向型授業一「交

　　流」による学びの設計と実践単独，関西教育学三二62回大会，11月13

　　日，関西学院大学，関西教育学会

景

1

2．

3．

4．

5．

山　洋　子（発達栄養学科助手）

プロ野球選手の食意識と栄養サポートニーズ，共著，3月，人間発達学研究

創刊号，査読無，中村富予・竹山育子・保井智香子・八田誠二・景山洋子・

爲房恭子，pp．27－30

（学会発表），大学連携・地域連携「食と運動・健康フェスタ」の取り組み，

共同（筆頭），第57回日本栄養改善学会学術総会，9月11日，女子栄養大

学

（学会発表），大学連携・地域連携「食と運動・健康フェスタ」からみた食と

体組成の実態　共同（筆頭），第9回日本栄養改善学会近畿地方会，12月12

日，女子栄養大学

（講演），ふだん食べている食事のエネルギー量を知ろう，相愛大学公開講座

「メタボダイエット教室⊥単独，10月9日，相愛大学

（講演），ダイエットのための食事，相愛大学公開講座「メタボダイエット教

室⊥単独，11月20日，相愛大学

※その他の活動

1．「大阪ヘルスジャンボリー　2010」参加，In　Bodyによる体脂肪測定，10月

　　16日，長居公園

合

1

2．

3．

田麗奈（発達栄養学科助手）

無塩発行大豆テンペの機能性研究一Rhizopus　sp．を混合して調整したテン

ペのインフラボン生成一，共著（太田美穂・新宅三洋・合田麗奈），3月，

人間発達学研究創刊号，pp．57－62

1dentification　of　Rhodococcus　equi　lipids　recognized　by　host　cytotoxic　T

lymphocytes，共著（Seth　P．　Harris，　Nagatoshi　Fujiwara，　Robert　H．

Mealey，　Debra　C．　Alperin，　Takashi　Naka，　Reina　Goda　and　Stephen　A．

Hines），3月，　Microbiology（2010），156，1836－1847，　pp．1836－1847

（学会発表），Mycobacterium　smegmatis株間の脂質分布と脂質成分による

宿主応答の差異，共同（藤原永年・野本摩利・中崇・合田麗奈・小川みどり

・水野浮子・小林貴美子・谷口初美），3月27日，第83回日本細菌学会，

ノ£シフィコ横浜

186



4．（学会発表），臨床分離株Mycobacterium　intracellulare由来新規血清型特

　　異糖ペプチド脂質抗原，共同（合田麗奈・中崇・佐藤明正・前田伸司・矢野

　郁也・水野i？子・小林貴美子・藤原永年），12月9日，第83回日本生化学

　　会大会，神戸国際展示場

5．（学会発表），大学連携・地域連携「食と運動・健康フェスタ」からみた食と

　体組成の実態，共同（中村富予・丸谷宣子・多門隆子・水野浮子・村井陽子

　　・景山洋子・合田麗奈・堀野成代・小林貴美子・竹山育子），12月12日，

　　第9回日本栄養改善学会，近畿支部学術集会，滋賀県立大学

小林貴美子（発達栄養学科助手）

1．（学会発表），大学連携・地域連携「食と運動・健康フェスタ」からみた食と

　　体組成の実態共同（中村富予・丸谷宣子・多門隆子・水野浮子・村井陽子

　　・景山洋子・合田麗菜・堀野成代・小林貴美子・竹山育子），第9回日本栄

　　養改善学会近畿支部学術集会，12月，滋賀県立大学

2．臨床分離株Mycobacteriumu　intracellulare由来新規血清学特異糖ペプチ

　　ド脂質抗原，共同（合田麗奈・水野浄L子・小林貴美子他5名），12月，第83

　　回日本生化学会

堀
1

2．

野　成　代（発達栄養学科助手）

（学会発表），新品種米wx　ae摂取によるヒトの臨床検査値への影響，共同

（堀野成代・北村進一・中屋慎・庄戸愛子・宮谷秀一），第49回日本栄養食

糧学会近畿支部大会，10月16日，大阪市立大学，日本栄養食糧学会

（学会発表），大学連携・地域連携「食と運動・健康フェスタ」からみた食と

体組成の実態，共同（中村富予・丸谷宣子・多門隆子・水野浮子・村井陽子

・景山洋子・合田麗奈・堀野成代・小林貴美子・竹山育子），第9回日本栄

養改善学会近畿支部学術集会，12月，滋賀県立大学，日本栄養改善学会

宮　本　佳　織（発達栄養学科助手）

1．　Effect　of　oxidative　stress　during　repeated　ovulation　on　the　structure　and

　　fUnctions　of　the　ovary，　oocytes，　and　their　mitochondria，共著（Kaori　Mi－

　　yamoto，　Eisuke　F．　Sato，　Emiko　Kasahara，　Mika　Jikumaru，　Keiichi且ira－

　　moto，　Hisae　Tabata，　Miyuki　Katsuragi，　Satoshi　Odo，　Kozo　Utsumi，

　　Masayasu　lnoue），8月，　Free　Radical　Biology＆Medicine，大阪市立大

　　学大学院，査読無，15；49（4）：674－681
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2．（学会発表）t卵巣・卵子とミトコンドリアに対する排卵時酸化ストレスの意

　義単，第451回大阪市医学会例会，9月16日，大阪市立大学医学部学舎
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